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は じ め に   

三重大学生物資源学部附属演習林（平倉演習林）は総画厳460haを有し、かつては、その大部分が天  

然生林に襟われていたが、1949年から1958年までの10年間にわたり拡大造林が行われ、天然生林のうち  

約100haがスギ。ヒノキの人工林に改植された。  

1958年、この約100haにおよぶ幼齢人工林にオオスジコガネが大発生してスギに加害した－）。さらに、  

これと同時期砿スジコガネの大発生も観察された。これを契横として、平倉演習林に生息する昆虫の発  

生動向を把握するため、1964年にライト。トラップが林内に設置され調査が開始された。   

この調査は、平倉演習林に生息する全昆虫を対象とするものではなく、主に遮光性の昆虫に限られる  

が、長馴こわたり継続して是鹿的に資料を収集するための方法としては、ライト。トラップ法が最も妥  

当であると考えちれたからである。   

筆者は、このライトトラップに誘殺された昆虫のうち鞠題目に属する昆虫（鞘麺類）について調査  

し、すでにコガネムシ顆およびクワガタムシ顆の短期的な動向について報告したが2・3）、本報では改め  

て1966年から1990年までの25年間の資料に基づき、平倉演習林における将麺類の動態と環境要因との関  

係を解明し、平倉演習林の人工林ならびに天然生林の保護対策上の基礎的知見を集撰したいと考えた。   

ここでは、平倉洪儲林における鞘麺類群集の基本的構成について解析した。その結果を報告する。   

この調査の開髄と継続にあたり、多くのご教示と助言を賜った故LLげ孝平三盛大学名背教授に深謝の  

慈を表する。また、川ふ郡の棟木について同定の労を煩わせた市橋 常民、生川展行氏ならびに今村隆一  

氏（それぞれ三蔑見虫談話会会員）をはじめ 、この調査濫ご協力いただいた平倉演習林の職員各位、と  

くに長年月にわたり資料の選別・整理に尽力された琵り暮懐和子氏に対し厚くお礼申し上げる次第である。   
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平倉演習林は、三蚤照一志郡美杉村川上（通称＝平倉）に所在し、三重県のほほ中央を西から東に向  

かって流れる室出川の股上流域に位際しており総面硫は約460haである。   

この区域の標高は420111から1，220mの範囲にあって地勢は急峻複雑である。地質は酉商闇本の中央構  

造線の内滞に属し、中生代末斯こ形成されたと考えられる黒雲母角閃石兼職慄闇煽が大部分を占めてい  

る4）。林内の気象観測地点（標高527m）における年平均気温は12．4℃、年降水巌は2，485．5mmで5〉、こ  

れを津市にある津地方気象台（標高2．6m）における観測値6）と比較すると、年平均気瀾ぷ2．7℃低く、  

年降水盈は830．7mも多く、月別の降水敬は8月が387．Ommで最も多く捧市の2倍魂に達している。林地  

（約430ha）の60％′は、モミ、ツガなどの針葉樹、ブナ、ミズナラ、ケヤキ、トチノキなどの落♯広葉  

樹、シキミ、アセビ、ヤブツバキなどの常凝広葉樹が混活する天然生林で、残部の40％はスギを三】二とし  

ヒノキを混植した人工林で局地的にカラマツ、アカマツ、クヌギなどが植栽されている。このような環  

境のもとに多くの動物が生息し、たとえば昆虫では17巨ほ63料2，749稀が記録されている7）。  

Ⅰ‡．調査地点と調査方法   

調査地′査は平倉演習林の気象観測地点に隣接して隈かれて  

いる。   

調査の方法は、上記地点に設手鑑されたライト。トラッフ  

（写英一1）（光源は20Wの青色蛍光灯、【ヨ勅点線器つき、  

殺虫剤は四塩化炭素、ただし1989年以降は酢酸エチルを使用）  

を年間点灯し、これに誘殺された昆虫のうち仲通類の冒劉巨  

種類別の個体数を調べた。   

なお、停電またはライト。トラップの故障による欠測目数  

は、1．968年、1970年、1971年、1972年、1973年、1976年、  

1988年が各1！ヨ、1982年2‡ヨ、1978年3日、1979年は5目で  

あった。このように年間の欠測月はきわめて少なかったので  

個体数の修正は行わなかった。  

写蚤十1 ライト・トラップ  

ⅠⅠⅠ．結果と考察  

1．25年間に記録された料数、棟数および個体数  

1966年から1990年までの25年間を；記録された料数、株数および個体数を衷仙1に示した。   

全体としては97科が出現し、総個体数は603，609頭に達した。このうち707種，544，109頭（総個体数  

の約90％）が同定され、59，500頭（約10％）が同定できなかった。したがって、ここでは同定できた70  

7種，544，109頭を対象として検討した。なお、確認された707稀は付録の巨‡録に記載されている。   

年間に出現した種数（年間棟数）は344種～415種、年間の同定個体数（年間個体数）は15，420頑～   
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27，754頭にわたり、年間棟数と年間個体  

数は年ごとに変動した。これは将麺棒群  

集の年次的な変動によるものと考えられ  

る。  

衷仙1 25年間に記録された村数、緻類および個体数   

個  体  数  
年  科致  控数  

同 定   未開定   合 計   

1966   60  345   23．793   2．878   26，671   
1967   23，628   3，184   26，812   
1968   22，了42   3，220   25．962   
1969   67  3朋   20．了63   2，033   22．796   
1970   68 365 20，952   3－244   24．196   
】97l   69  3銅   2仇399   2，158   22．557   
】972   70  374   15，420   2．183   17，603   
】973   16，156   】．953   18．109   
197Jl   65  384   24．528   l．995   26．5柑   
19了5   70  383   25．998   2－一丁0   28．468   
1976   6l  349   2】，824   l，884   23．708   
1977   377   27，754   2．川2   29，896   
19丁8   66  376   15．660   1．815   17．475   
1979   ぺ05   21．348   3，605   24，953   
1980   4ほ   23，289   2，7d】   26，030   
】98l   1臥923   l，953   20，876   
1982   61 377 18，87l   2▲2ノ柑   21，117   
1983   398   25一了60   2．106   27，866   
】984   72 391 2月，600   2，103   26．703   
1985   386   23．762   3．66d   27．426   
‡986   72  390   22．51月   2．145   2d．659   
198丁   377   15．923   l．了24   1了，6d7   
1988   2l．976   l．905   23，881   
1989   384   20，】70   】，681   21．851   
1990   72  403   27，364   2，d68   29，832  

鮒97  鰯707  鮒544，109  甜5凱500  綽603，609   

2．優占種   

名年における優占種［年別。種別の個  

体数が、平均個体数（年間個体数／年間  

種数）の標準偏差の上限より多かったも  

のである］を表－2に示した。   

全体としては、47練が優占種として机  

現した。このうち年間の優占種は9種～  

26穂で構成され、これらによって年間個  

体数の58％～69％が占められた。したがっ  

て各年の俊古株は、それぞれの年におけ  

る押通類群集の】三要構成種と考えられる。   

しかし、各優占種の25年間における出  

現状況をみると、ヒゲナガビロウドコガ  

ネ、ブタイロジョウカイ（既報8）のクビ  

アカジョウカイはブタイロジョウカイに  

訂正する）およびヒゲナガウスバハムシ  

の3種は、25年間連続して出現した。し  

たがって鞠麺類群磯は、この3擁を共魔  

の基盤として構成された。また、ナエド  

コチャイロコガネ、ニセヒゲナガビロウ  

ドコガネ、ガロアミズギワゴミムシ、コ  

ヒゲシマビロウドコガネおよぴナガハム  

シダマシの5種は、25年間に21回～24国  

連続約に出現し上記3橙と平行して出現  

する傾向がみられた。このほか、ムナグ  

ロツヤハムシは25年間に15回断続的に出  

現したが、上記5稼と同様な出現低向を  

示した。これに対し、カトウカミキリモ  

ドキ（25年間の出現回数は5回）、ヒメ  

スジコガネ（5回）およびキイロテント  

ウ（4回）の3種ならびにアカケシガム  

シなど17種（1回～3回）、計20種は25  

年間に散発的または単発的な杜闇紬1上まっ  

泰－2 各年に出現した優占種  

66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 98  出現   
67 69 7173 75 77 79 8183 85 87 89  回数   

ヒケ州ヒ∩り持榊  
フタイ‖ジョ勤イ  
ヒタナ刃り油仏シ  8888888888888888888888888  
チエ畔軌肛頗  
こ比ダ州細野コ錮   
甑アミポワゴミふシ コマコ  

ヒゲシ餌ウド碑 用ハムシタマシ カバハムシ  
リンカフキゾウムシ  

00000000000000000  

O 
00000  

ヒメジョウカイ  
ムナ知沖ハムシ  
細頼朝  

00。  
コヒ掴ソゾウムシ  
ト裾コマフ鮎シ   

。。 

細胱朝  
8  

7ねアシ／ミゾウふシ  
0 

セ紗ジョ軸イ   
。。0。 

0000 000 
0   

ヒメコ琳   
7  

000000   
ポ彿ハタコメ舛   

6  

00000 0   6   

ミヤマタ紺ソジョウカイ  0  000 00   
渦モモ升シデムシ   

6  

00 000   
ヒメスジコ淋  
スジコ碑   

0   5  

。  
朴ウカミ科モ粍   0  0  

5  

舞コ窮   
0   0   0   

0 0 0 0   
0 0 00   

4   

ヒメタヒ頑ソジョ幼イ  
テ沖ウムシ   00  0  

4  

手イ肝ントウ   0   0  
0   

00   
0   ヒダブトヨミムシグマシ  000  

アカケシ鮎シ   00  
4  

／コ揮クワガタ   000   
0   

キスジミ井弘シ   
3  

0   0 0   
0  

3   

鍾ヒメタ紺ソジョ伽イ  0  
7柏ミキリモ粍   0  

0   3  

フ用タクチ緑シ   
0  0   3  

0  
シリ川がキリモ粍   

0  2  
（〕   ○   2   

才才アオモ牝ラタゴミムシ   
チビ糾ロヨモクムシ   

0   
○   

既椎舶フJ舶クソ   （⊃   
0   ミヤマクワ酵  

0   ウス佃姥尋ソヲヨウカイ  
鵬シタマシ   0   
如抽ミ勘代印   0   
マダラカミ材モ揮   
ヒメシギゾウムシ   

0   
0   

ミ封坤タイムシ   ○  

倦   占   Z6 23 20 柑1315 柑 柑1511151311  
校   数   1了131916161418 柑11 91216   
朝餉駄占め訴調占珪  67 63 62 58 柑 85 59 59 60 64 65 66 63  
齢紗飴（髭〉   59 63 64 59 69 69 6162 65 62 64 66  
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たが、これら以外のものは時期により連続的に県税する傾向があり、1969年から1980年にかけてはナガ  

チャコガネ（12／13回ニ25年間の出現回数13回のうち上記期間㈹肥12圃～土i現したことを示している）の  

出現する傾向が高く、1966年から二L973年にかけてはトゲパゴマフガムシ（7／8回）、セポシジョウカ  

イ（7／7図）、ヒメコガネ（6／6圃）、オオツヤハダコメッキ（6／6回）、オーカーモモプトシデム  

シ（5／5図）、スジコガネ（4／5回）、ツヤコガネ（4／4t・椚、テントウムシ（3／4桓け およ  

びヒゲプトゴミムシダマシ（4／4回）の9種が集中的に出現した。また、1974年から1990年にかけて  

はツプノミハムシ（16／17恒り、リンゴコフキゾウムシ（15／矧亘！）、ヒメジョウカイ（12／15‡司）、  

コヒゲポソゾウムシ（11／12阿）、カーオスジコガネ（6／S図）およびアカアシノミゾウムシ（7／8  

圃）の6粍が、柑75年から1980年にかけてはミヤマクビポソジョウカイ（5／6回）およびヒメクビボ  

ソジョウカイ（4／4回）の2種が、それぞれ集中的に出現した。   

このように椰麺類群集は、ヒゲナガビロウドコガネ、フタイロジョウカイおよびヒゲナガウスバハム  

シの3種を共通の基盤として、これに、上記3稀と平行的に‥二l祝した種、散発的または単発的にと‡消ぇし  

た橙あるいは時期にはり連続的に出現した種が加わって級友され、群張構成は年ごとに異なる様相を示  

した。これは、各優占種の個体数の年次的な動向と同調した現象と考えられる。  

3．僚占穐個体数の年次的動向   

各優占耗の個体数の年次的な変勅傾向を知るため、優占種ごとに25年間の合計個体数に対する年別個  

体数の割合（相対襟度％）を求めた。この年別の相対密度を年順に結んだ曲線を実働練、年別相対礫度  

の3点移動平均値を順次結んだ曲線を動向線とし、平均密度（調査年数25の逆数の百分率で4タす）に対  

応する動向線の様相から、全体として、（1）個体数の年次的な振幅がきわめて小さく、ほぼ構ばいの状態  

にあると考えられるもの（横ばい）、㈲個体数が年次的に増加する傾向にあるもの（増加）、（3）個体数  

が年次的に減少する傾向にあるもの（減少）および（4）調査期間内に漸進発生の山が出現したと思われる  

もの（漸発）の射臨向群に大別し、図輌1、図椚2、区ト㍉3および図血4に示した。   

なお、動向線が平均密度を上回った場合を増加、下回ったときを減少と判断したが、1966年と1990年  

については、それぞれの相対礫度によった。  

（1）横ばい傾向群   

図…1のとおり、横ばい傾向群に属するものは16糠であった。   

この16梯のう、ら、年別・種別の個体数が25年間を通して相対的に高く、そのため優占種として出現す  

る械会が多かった（25年間に15回～2引司）と考えられるもの（ヒゲナガビロウドコガネ、フタイロジョ  

ウカイ、ヒゲナガウスバハムシ、ナエドコチャイロコガネ、こセヒゲナガビロウドコガネ、コヒゲシマ  

ビロウドコガネ、ナガハムシダマシおよびムナグロツヤハムシの8稀）（高密度維持型）と、年別。種  

別の個体数が25年間を通して相対的に低く、そのため優占藤として出現する機会が少なかった（25年間  

に1回～4回）と思われるもの（ヒメスジコガネ、カトウカミキリモドキ、テソトウムシ、アオカミキ  

リモドキ、 フナガタクチキムシ、シリナガカミキリモドキ、ウスイロクビポソジョウカイおよびマダラ  

カミキリモドキの8穐）（低密度維持型）に分けられたが、これらは、いずれも個体数の年次動向の土  

から、鞘麺類群集の25年間を通しての構成基盤をなすものと推察される。   
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図鵬1 横ばい傾向群16穂の個体数の年次的動滴   

（＊は高密度維持彗埜、＊＊は低密度維持型）   
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（2）増加傾向群   

図仙2に示したとおり増加傾向群に属するものは4種であった。   

これらの個体数が増加した時期（増加期）は次のとおりである。  

リソゴコフキゾウムシ・：コヒゲボソゾウムシ：1975～1990年。ツプノミハムシ：1980年～1990年。オ  

オスジコガネ：1981～1990年。   

上記4種のうち亮一オスジコガネは、西暦偶数年にピ血 クをもつ波状の変動を示した。オオスジコガネ、  

スジコガネは、これらの世代完了に要する年数に対応したピ叩クが周期的に県域することが知られてお  

り、みかけの周期変動と嵩われている9）。このことから、平倉演習林に生息するオオスジコガネは、1  

世代の完了に満2年を要することが推察される。   

平倉演習林では1958年にオーオスジコガネが大発生したが、この個体群が、みかけの周期変動を繰り返  

し年次的に減少し1974年に最低を示し、その後は再び増加する傾向に転じたとみられる。本椰の今後の  

動向については特に注意する必要がある。  
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搾ト2 増加傾向群4機の個体数の年次的動向   

（3）減少傾向群   

僕ト3のとおり減少傾向群濫属するものは14種であった。   

このうち、個体数が漸減する傾向にあるもの（漸減型8梯）と個体数が急激に減少する傾向にあるも  

の（急減型6種）に分けられた。   

これらの個体数の増加期は以下のとおりである。   
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漸減塑 ナガチャコガネ。オオヅヤハダコメッキ。ミヤマタワガタ・ノコギリクワガタ：1966年～  

1971年。オオモトプトシデムシ：1966年～1972年。ヒメコガネ・キ／くネカミキリモドキ：1966年～1974  

年。セボシジョウカイ：1966年～1975年。  

急減塑 ヒゲナガコガシラハネカクシ・ハムシダマシ：1966年～1969年。ヒゲプトゴミムシダてシ：  

1966年～1970年。スジコガネ：1966年へ′1971年。ツヤコガネ。キスジミゾドロムシ：1966年～1973年。   

これらのうち、みかけの周期変動を示したものとして、スジコガネおよびツヤコガネの2穐が認めら  

れた。  

個体数  

爪
＝
V
 
5
 
 

18  

5  

8  

！5  

10   

Fi 

8  

20  

15  

川  

fi 

け  

20  

‡5  

川  
r
．
へ
り
 
一
日
V
 
5
 
 
 

用   

5   

8  

‡5  

10   

5   

8   

箋5   

川   

5   

8  

（別   

ふ
■
一
 
 

ノ
ー
 
 

∧
u
コ
Y
 
n
V
 
 

n
V
ハ
V
∧
u
J
 
 

n
Y
u
▼
∧
V
H
 
 

∧
V
ハ
リ
7
 
 

¢
n
U
人
「
n
V
 
 

∧
l
■
－
▲
U
 
r
ヽ
け
 
 

n
X
V
一
几
J
 
 
 

ハ
u
轟
V
3
 
 

8
2
 
 

0
几
U
・
■
 
－
一
 
 

n
Y
n
V
九
‖
V
 
 

7
・
A
U
J
 
 

？
－
八
V
（
V
 
 

7
ワ
一
一
 
 

7
♪
h
V
 
 

7
5
 
 

7
．
一
爪
「
 
 

7
－
▲
1
川
V
 
 

ワ
ー
2
 
 

7
 
1
1
 
 

け
1
－
∧
‖
U
 
 
 

8
■
n
u
J
 
 

♪
h
u
▼
n
y
u
 
 

6
7
 
 

♪
．
n
V
∧
r
n
V
 
 

針◎爽働線  ∇‥∇平均密度 桓一因軌両線  

図w3（次煮へ続く）   



17   三盈大学平愈渾潤林の鞘麹目昆虫にl那－る生態学的研究  

＊＊  

スジ洲  

！声   

叩   

8   

p  

（％）   

＊＊   

キスジミゾFt兢シ   

∴∇∇トマ‥∇■∇・マ＝マ・∇∨∇‥∇・∇・∀・∇‥ⅤγⅤ  

一 
モー甘苦昔樟軒  も§も§7777777了77  

6仁い＝仁＝＝＝＝－い＝＝＝－12トトいい＝＝＝  

◎〟◎爽働線  ∇∇てlⅧ帰順：駆…欄蝉憐  

図肘■3 減少傾向研14梯の個体数の年次的動向  

（＊は漸減塑、＊＊は急減塑）  



1E: 島地 岩取  

（4）漸発傾向群  

図…4のとおり漸発傾向群に属するものはユ．3寝であった。  
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これらは、25年間に漸進凝生の山が出現したと考えられるものであるが、その江lが比較的なだらかな  

もの（緩慢型9梯）と、その山がきわめて麒著なもの（突発型4種）に分けられた。   

これらの個体数の増加期は次のとおりである。   

緩慢型 ヒメジョウカイ：1974年～1978年。ミヤマクビボソジョウカイ・ヒメクビポソジョウカイ  

1974年～1981年。オオアオーモリヒラタゴミムシ：1977年～1985年。キイロテントウ：1966年～1971年・  

1978年～1980年。クロヒメクビポソジョウカイ：1973年～1977年。1979年～1981年。ガロアミズギワゴ  

ミムシ：1974年～1979年・1982年′＼′1986年。アカケシガムシ：1．969年′、、ノ1972年・1979年へ′】月82年－1984  

年～1985年。ヒメシギゾウムシ：1968年｛」970年・1973年～1977年・1．981年・1988年へ′1989年。   

突発型 トゲバゴマフガムシ：1967年～1971年。チビキイロゴモクムシ：1972年～1975年。ミカドキ  

クイムシ：1988年～1990年。アカアシノミゾウムシ：1976年～1978年・1989年■㌦1990年。   

なお、アカアシノミゾウムシはケヤキに一突発的に大発そ‡ミサることが知られている－（｝）。   

平倉演習林では、1990年に本棟が林内の晶灘のケヤキに大発生して加督した。本邦の今後の助向がヂ！三  

l：lされる。  

（5）個体数の増加期と優占期   

増加、減少および漸発傾向群に属する優占梯の個体数の増加据は、それらの優占粍としての似現状況  

（僚占Jぴり とを対比して表仙3に示した。  

表仙3 優占概の個体数増加4明と俊占期  

滋薄：個体数増加翔。 ○：俵占翔。   
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表蜘3のとおり、個体数の増加期が僚占用と概容同朋した時期（構成描）は、鞘麺類群集の経時的な  

変動傾向を反映しているように思われる。  

4．鞘麺類群粂の基本的構成   

上記の観点から平倉が言習林における欄麺類群集構成の年次的動向を表仙4に示した。   

なお、各優占種の食性についても示されている。  

表…4 鞘麹類群集構成の年次的動向  

○内機軸緻。・：25 童；槙戯。  ＊：鱒鮨定による。   
臼：抵触、 ◇：鯛 。  
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すなわち抑麹炸群発は、横ばい傾向絆のマダラカミキリモドキなど16粍（植食性13椰、生肉食性3種）  

を共通の基盤として構成された。   

山一プぎ、横ばい傾向群以外の各便向群に属する優占種の時期的構成は次のようである。  

1966年～1971年（6年間）は、減少傾向絆のハムシダマシなど14椰と漸発傾向群のトゲバゴマフガム  

シ、アカケシガムシおよびキイロテソトウの3耗、計17椰（綿食性11耗、生肉食性1種、腐肉食性1糀、  

雑食性3種、菌食性1種）によって構成される傾向にあって、この哨瀾】の群集構成は生態的に最も多彩  

な様舶を示した。  

1972年｛」974年（3年間）は、減少傾向粁のキスジミゾドロムシ、ツヤコガネ、ヒメコガネ、キバネ  

カミキリモドキおよびセボシジョウカイの5種と漸発傾向群のチビキイロゴモクムシ、計6耗（梯食性  

4種、生l勾食性1種、郷食性1種）で構成捲れる傾向が強く、その構成は前期間庭比べて生態的にかな  

り隕純であった。  

1975年～1980年（6年間）は、増加傾胸群のコヒゲポソゾウムシおよびリソゴコフキゾウムシの2種  

とや研発傾向群のアカアシノミゾウムシ、ヒメジョウカイ、ミヤマクビポソジョウカイ、ヒメクビポソジョ  

ウカイ、カーオアカーモリヒラタゴミムシ、キイロテソトウ、クロヒメクビボソジョウカイ、ガロアミズギ  

ワゴミムシ、アカケシガムシおよびヒメシギゾウムシの10粍、計12糀（鵬食性4種、生肉食性5種、雑  

食性2梯、常食性1穐）で級友され、その構成は生態的に比較的多彩な様相を示した。また、この時期  

には生肉食憮のジョウカイボソ炸が4樅（跳ばい傾向群の3柾を加えると7種）も鰍荻穐として出現し  

たことが特徴的であった。  

1981年～1987年（7年問）は、増加傾向群のオ・オスジコガネなど4桃を共通樅として、漸発傾向椚砿  

属するオオ∵アオ‾モリヒラタゴミムシ、ガロアミズギワゴミムシおよびアカケシガムシの3橙、計7椀  

（植食性4橙、生肉食性1種、雑食性2種）で構成される傾向がみられた。  

1988年～1990年（3年間）は、増加傾向群のオオスジコガネなど4梯を共通棟として、漸発傾滴群の  

アカアシノミゾウムシおよびミカドキクイムシの2種、計6粒（根食性6種）によって柵成され、その  

構成は上記名時湖心比べて生態的軋最も単純な様相を示した。   

このように、調査25年間における平倉演習林の椰透析群集は、桝ばい傾向群16緻を共通の基盤として  

胞衣されていること、そして、他の傾向群に属する構成種の個体数の年次的な変動と関係し群集構成は  

時期的に興なっていること、その時期的構成は3年～7年の間隔で変動していることが推察された。ま  

た、生態的にみた抑麺棒群集の時期的構成闇、1966年～1971年（6年間）が最も多彩で、1988年～1990  

年（3年間）が最も単純であることが推察された。これらのことは、拡大造林による人工林化とその環  

境の経時的な変化軋伴う現像と考えられるが、詳細については今後の検討に待ちたい。  

要  約  

ライト。トラップ法により、三盛大学平倉演習林における槻麺類の動態を25年間（1966年へノ1990年）  

にわたり調査した。その資料に逮覧づき鞘麹顆群集の蔓責本的構成とその動態について解析した。  

1．25年間に97料，603，609頭カほ己録された。このうち同定できた707棟，544，109頭を対象として検   

討した。年間に出現した種数は344梯～415椰、年間の同定個体数は1．5，420頭～27，754頚にわたった。   

2．全体としては47橙が優占稼として出現したが、年間の優占様は9稀へノ26種で構成され、これらが   
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各年における抑麺棒群集の主要構成樅であることを明らかにした。また、各優占耗の25年間におけ   

る出現状況から、鞘麺類群集は3様を共通の議§盤として、これに、時期により連続的に出現した耗、   

散発的または単発的に出現した種が加わって構成されており、その構成闇年ごとに異なることを示   

した。これは、各僚占轍の個体数の年次的な変働匿よるものと考えられた。  

3・俊占稀47種は、これらの個体数の年次的動向の1二から、横ばい傾向群16粒、増加傾向群4梯、減   

少傾向糾4棍、漸発憤郁附3様に類別された。このうち、横ばい傾向群16梅は、鞘麺類群集の25年   

間における構成基盤であること、他の伍向粁に属する各優占樺の個体数の増加期と、これらの俊一1i   

糀としての机現状況（傾l片親）が大体同調した時期は、鞘麺類肝集の経年的な動向を反映ずると思   

われた。  

4．俊占椀47梯の出税状況、それらの個体数の年次的動向および食性の王二から、平倉蛮習林の鞠趨類   

群集は、横ばい傾向附6種を共通の基盤として構成されているが、他の傾向群の個体数の年次的な  

動向と関蘭して群張構成憬時期により異なること、その時期的構成は3～7年の間隔で変動してい   

ることが推定された。さらに、その時期的構成は、1966年ノ㌦1971年（6年間）が生態的貯蔵も多様   

で、ユⅣ988年～1990年（3年間）が生態的に最も単純であることが雛祭された。  
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Summary  

ColeoPieraiSinsects of Mie university Hirakura experimentalforest was examined for a  

Per・iod of25years（1966仙1990）bylight trap rnethod．  

Basic corlStitution of ColeoPierous communities were estimated based on the obtairled  

data．  

T】1e reSults are summarized as follows．  

1．544，109individuals belongir噌tO707speciesⅥ7ereidentified．  

2・Mailつmembers oftlle COmnlunities were corlSisted or47dominaflt SpeCies．  

3・Based on annualtrend of number of主ndividuals ofcach dominant si〕eCies，Classified the   

dominant speciesinto derlSity keeping group（16species），densityirlCreaSing group（4   

SPeCies），density decreasing group（1Aspecies）and outbreak or gradation group（13   

species）．  

4t Based on the trend ofthc dominant species belonging to each groups，basic constitution   

OfColeoPie7VuS COrnmunitiesin Hirakura experimentalforest wereinferred，The resultis   

shown as Table－5．  

Table…5・Basic constitution ofCo～g埴β用〟∫COmmunities ofMie university  

H正akura experimentalforest for a period of25years（1966～1990）  

Year  OutbreakorGradationgroup  DensitydecreasirlggrOup  1：短nsityincreasinggroup  Der】Sitykeepinggroup   

1966  「l）∴1⊥〃甘血〃㊥十川情∫，  
鳥ゆ頑短慮彫貼れ  
」〃川〃〟／〟／ぐヽ恒什ナ什バ十  

カ．／存亡扮勘  
月．叩押印伊路′  

〔0通約駄沌融油島  〃（やり♪んJ仙函甘け十  

物肌8J拗7帯＊一  ハ仰川／勅〃抽バ，ナ川情J〟血∫，  
［F］〟毎s庇融泌励．  ／誹㈲〃〟m煩い〃冊〃加㍉  

別納噸㈹如月憫加地欺上  
∫〃扉ん血〟仙ぐJ函亙  
（仙わr什用ノ領灯り／情，，  「l〕」伽（刑（甘〟〃㍗川が〟，  

［s〟協朗枇＝劇痛ぬ軋  
「N休毎佃h止血／∫川∫．  

助乃班αゐr（道C〝招ねぬ，  

1971  ［0］創fJ感触gJ明知αⅥgぶ蝉．  
∫．畑止血棚減，  
ガ．ゐαわg，  

1972  ［㌘〕077わかⅧぎα如才coJタブs＊，  人冊扁川り川山／〃◆十  

バ相川〃†〟山什揖十  鳳加椚り肋茹由れ  
［0〕月rJ‘如才卸5わ研7∽J‡（ぶ蝉．  月．期触ゆⅦ，  G〟∫／…附加〃仙…ね用れ  

華轡毎加禦聖域加ぬ・   
1974  

涼血Ⅶ血＝血高山  
［s】協徹制服ぬ鮎甑軋  q紳助勲瑚禦ぬ＝加郎  

1975  0∴繭瀬棚れ  
（1〃1Ⅵ／わ／‖〃〟∴  胸勒励ね川舟地肌吼  

「Sl仙嘲叩減り小雨肌  墾轡轡聖廟糎椚れ  
魚漉か鮎〟擁血吼  劫朝循奴＝鴫野．  
グ．刑闇幻飾勅勘  ［p〕用〆わ触㌣椚βわび，  ［s］禦攣堅牢轡禦れ  
グ∴勒沼南㈲弱錯  グ．か・g戊gα7T‡ぶ．  

C¢～頻ねぶ血fC如J∽乃∫準．  
〔ン川J／MJ圧／ぐM∫／ノ  

［0胸痛相加解曲折  
肋r研戚〝αズ）ケ弱どぶ．  

α町伽扉伽㌦．  
（Foundam（き11talcoriStitu血  

1980  tiorlSr氾Ciesduring25years）   

「Sl（bJ坤∫／〃再沼刷〃「  
削ヤ禦れ呵轡  

［0〕励プ？め≠d加脚J／扉ぶ∫＊，  
J〃仙り〃〟／れ〃‖川〟〃，  

1987  C伊でツ併用才物補秤．  
川両川血い肌棚／〃∴  
グ．ゐ柁加瀧沢奴．  

1988   「l）1．加け〃M山r再†〃山．  
［p］ガゐ殖㈹蒔ざα櫛血f鍵ぶ，  」／由力刷〟／れ〃汀刷山，  

SどOタブね〆αわ頻ざ椚∫彪αわ．  難曲無ザⅧ嫉  
1990  P．わ■拙抽椚痕．   

＊：Food habitestimated．［p〕：Phytophagous．［S〕：Sarcor）hagous．「Nl：Necrophagous．［0〕：Omnivorous．  
［F］：Fungivorous．   
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付  録（目録）  

この調杏によって確認された707橙は以下のとおりである。なお、科および梯の学名と和名、その配  

列は、主として中限猛彦ほか（1963）原色昆虫大図鑑第2巻（甲虫篇）‥443pp．北隆館（東京）に従っ  

た。優占種となった様には、和捌こアソダ…ライソをつけた。  

7ナfg籾？0脚α～んαC〃γgα柁αTscトi汀SCi瀞竜王Njミ カクムネ   

マルナガゴミムシ   

凸′～5ね∫′ααg7碓〃～αBA・【・ⅠミS 7トソヒラタゴミムシ   

（＿’〔／／「〟ん／／∫／／〃／川J／JS川．．、l1誹・l二■j■「ノ．Iヒニノ李二J－■ミノ、シ  

P／αgJ穐ぶ7ブ饅辟硯ざBAr‖ミS オオヒラタゴミムシ  

グ．伽gg乃5乙‘S BA・1、一三S コヒラタゴミムシ  

カgひ乃〟椚CんαJc（）椚〟〃7BA■僧S‘アオ・グロヒラタゴミ  

ムシ   

励〆J服♂S∂αgどぶg HAlミ0】J暮〕べ帥・ツヒラタゴミムシ  

エ0ズ〃C柁かざ和みγわJα二BArl、l三S クビアカヒラタゴミ   

ムシ   

（－′／J‥J／いJ・．・ざ心J拓・ハ‥！ト い．・・：■．・・・、．  

ミムシ   

C．仏如厄沼贈5日A・llES クロモリヒラタゴミムシ  

C．恒椚鋤閻成上軋胱 チャイロホソヒラタゴミ   

ムシ  

戊椚脱肛那火刑肌薇C㌻lAUDO‡R ルリヒラタゴミ   

ムシ   

ノ如才ざ0（ねc～〆〝5S才き郊〟ヂ㍑ぶPANZEIモ ゴミムシ  

タJα妙∽gわ卸Sβα扉JαみγgざFADlモICIUS カラカネゴモ   

クムシ  

7ナfcゐ0汝ゐ制ぶわタ癖gα和才ぶMoIモAWlrl・Z クビアカツヤ   

ゴモクムシ  

月乃β♪わ辟乃g㍑S CJ旭彫SCの岱HopE キベリゴモクムシ  

Cupedidae ナガヒラタムシ科   

仏画℃油油粕触So】。S！くY ナガヒラタムシ  

C．カ如才αイS TAMANUKlヒメナガヒラタムシ  

Rhysodid∂e セスジムシ科   

彪抄猫壷ぶ祓掬傲狙頭＝ノl三WIS ホソセスジムシ  

Cicindelidae ハンミョウ科   

Cfcわ7（おJαβgg5αβMoて、SCHUl．SKY ヒメハンミ ョウ  

C．カ如〃βMoTSC‖Ui㌦S重くY ニワハンミョウ  

Carabidae オサムシ科   

Cα用～如s如Cβ用J〝S CHAUDOIR クロナガオサムシ  

肋わねz7ブ沼聯BA′Ⅰ、！三S オオマルクビゴミムシ  

0椚〟〆めれ刀7抽プめαねi∽FA矧椚CIUS カワラゴミムシ  

＝arpalidae ゴミムシ科   

励∂γ0ざC㍑S7′fcゐggブイKIそUIZHANOVSKllムラサキスジ  

アミ ゴミムシ  

7七c妙ざみfノ彿αgαぶM∧CLE八Y キイロ∵マルコミズギ   

ワゴミムシ  

r．加物地帯執ms ヨツモソコミズギワゴミムシ  

r．招綱椚GYl一Ⅰ一重ミNHAl．タロチビカワゴミムシ  

励朋抽鮎乃脚批ぬ NだTOLrl、ZKY   

ゴミムシ  

ガロアミズギ ワ  ．い′／iJ／．JゾトJ川帖′／∴・巨 竜1．  チビキイロゴモクムシ  

朋如Ⅶ動加頭蝕＝都城卿 CHAUDO】lモ スジアオゴミ   

ムシ  

α血痴おね加櫛晰壷傲Cll肌UDOIR ムナビロアト   

ポシアカ∵ゴミムシ  

C．め静物吻CIイAU】）OIR アトワァオゴミムシ  

C．7需g∽㌢ば王㍉1喜lくICIUS オオアトボシアオゴミムシ   

β．雛Ⅳ齢戒滋Cslまくl ヨツポシミズギワゴミムシ   

β．5ビクタ7g／‡∠乃如乃Ni汀OLl■rZKY ツマキミズギワゴミムシ  

アどわ卵∽ぶわ7MfαBA′rES クロズホナシゴミムシ  

Cαgわざね7乃緑Sがcg鍵ぶMACLEAY ムネミゾナガゴミ   

ムシ  
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C．7∽g湧geγMolてAWl′1、Z アトボシアオゴミムシ  

C．わ静座CHA川刀1R ヒメキベリアオゴミムシ  

C．0郡αf‡よぎBA′l・‡ミS クロヒゲアオゴミムシ  

C．関わgcαⅥ才ぶB八一rES コガシラアカーゴミムシ  

劫加触制ばカ如戒肌ANⅢミlミWlミS ニッポソヨツポ  

シゴ ミムシ   

．・1／てソノ／●（てノ／／J■〃ナナ∫／り、川（汀J′／JJ／J／lミ■」＝、■．ニ仙、川一三1く －ノ∴トセニノ  

クビナガゴミムシ  

Aβ錘乃才諦〃ざα鹿／わざ（おs MACL餌Y トゲアトキリゴ  

ミムシ  

㌘g乃メα卵7オcαα邦男㍑わざαi∋A′‖；S カドップゴミムシ  

P．（由オ椚オggJαBA′柑S ダイミ ョウツプゴミムシ  

秒椚わ7〟オs（ぬわ乃わBA′l・】三S ダイミ ョウゴミムシ  

エαCゐ柁0′♂∂オααfわγfco／／オぶMoIくA、ⅤⅠ・i、Z キクビアオア   

トキリゴミムシ  

エ．αS♪官用∽BA′rlミS アリスアトキリゴミムシ  

Lebia reirojbsciata MoTSCHULSKY ジュウジゴミムシ  

エ．ぶ〆昭Ⅲ∽BA・1、iミS ミヤマジュウジゴミムシ  

エ．路頓嘲血相ScHMl汀rWGo甜だエ ヒメアトキリゴ  

ミムシ  

エ．毎夜緋痛血涙仁MolくAWrrZ ブタホシヒメアトキ   

リゴミムシ   

エ．オ（ぬg BA・rES アトグロジュウジゴミムシ  

ム．助力J♂方BA′rES ハネビロアトキリゴミムシ  

Co♪わ壷rわ∽甜∂αか∽JfざPuT、ZlミYS ハギキノコ：ゴミ   

ムシ  

C．一元如才cαB〝rES コキノコゴミムシ  

〟郎励Ⅶ併噴油繭由BA・i・‡三S キノコニゴミムシ  

エぞ∂g妨α∂わα‘JαgαMoRAWrrZ フタツメゴミムシ  

エ．肛毎卿路頭仁MoTモAWl′rZ ヤホシゴミムシ  

撤柁7沼Cα正郎7∽オs BA′rJミS ヒラタアトキリゴミムシ  

㌣」加東如朋ねBA′l、ES オオヒラタアトキリゴミ   

ムシ   

グ．〝旧7旧5≠疫椚αBAl、ES ヒトツメアトキリゴミムシ  

ダ．和才卯gわ甜αgαCHAUl刀王lミ クロヘリアトキリゴミ   

ムシ   

ダ．Jαggd7灯ねBAT宅S アオヘリアトキリゴミムシ  

励娩脚がg和郎画才αBAて・ES オオミツアナアト   

キリゴミムシ  

β．桁卸裾如α軋ms ミツアナアトキリゴミムシ  

勒7β椚g習β／β！虎sオブBATlミS メダカアトキリゴミ  

ムシ   

肋湧gゐgγ㍑ぶ／z‘Cf㍑05〟5Pu・i、ZIミYS ヤセアトキリゴミ  

ムシ   

／J〟J■（ソJり（イJ■Jメ／J・高／／／S川＼川汀（1川川ト＝－．二仁卜、，・ポニ   

アトキリゴミムシ  

肋肌オ㍑ぶ如／f∬ヱJ5BA′‖ミS ホソアトキリゴミムシ  

β．み柁扉c紳ざ8A′‖ミS イクビホソアトキリゴミム  

シ   

ガ．mssブタα埴～∫BA▲ほS フトヒゲアトキリゴミムシ  

Brachinidae 7‡てソクビゴミムシ科   

伽cカタ銅〟S5Cびゎ〃7♂（ね58A′1、ES オオホソクビゴミ  

ムシ   

β．威飾胱ぬ嘲ざB椚闇＝ ホソクビゴミムシ  

汀頭痛Iidae コガシラミズムシ科   

PgJわめ舶ざわIgβ㌢∽βdね蒔S】甲iAR†Jコガシラミズムシ  

Dytiscidae ゲンゴロウ科   

仇廟融協力廟祓邪SHAlてP チビゲソゴロウ  

む棚頭痛那d漬触薇 SHAIモP ツブゲンゴロウ  

錯油聞肋＝如軸㈹ぬSHA】そ1）モソキマメゲソゴ   

ロウ  

（適〟mわぜg55αM加b才KAMIYA サワダマメゲソゴロウ  

戯皿触頚血m激Sて・r；P川；NS ヒメゲンゴロウ  

伽gどぶsgオcg才c㍑5LINNユミ ハイイロゲンゴロウ  

助成ぬ附加冊■わ癖CIノA】そK シてゲソゴロ ウ  

〝．y才fgαgあばFAr～1モICエUS スジゲンゴロウ  

〟．βⅧ椚研お雛Gl三ⅠモMAlミ コシマゲンゴロウ  

G和頗柁Sα（由′那才Cl－Alそ王く マルガタゲンゴロウ  

Gyrinid∂e ミズスマシ科   

G如プ肌ぶカわ扉αS SlづAIモP ミズスマシ  

lい－・／‥－いさ／トハ．、．～川・J仙∴・－∴一至・：．：I．‥／∫■／′－′ノ誹；、、：・   

ヤマトオナガミズスマシ   
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Ⅳ．犯吻イのγ押才5HAlモ0王．【）モモプトシデムシ  

S七aphy‡inidae ハネカクシ科   

相加ゆゆ触り誠聴＝ubsp．カ如ぬ那SIwiARP 一ヒス   

ジチビハネカクシ  

乃痩彿適職那ね擁血如KlモAA′Ⅰ、Z クロモソシデム   

シモドキ  

撤ど（ね門ば動画如Cu【ⅢS アオバアリガタハネカ   

クシ   

P．頚）乙ば7′才S＝AIモl）アリガタハネカクシ  

用才／研7肋fぶCj旭押∫♪g㌢∽～ぶFAl∋Ⅰく王CiLJS ルリコガシラハ   

ネカクシ  

Hydroph＝dae ガムシ科   

α町伽ね刑勉励SHAlモP ウスモソケシガムシ  

C．oJオ励ぶS柑脾P＋アカケシガムシ  

什沖明ぬ椚憫ぷ叔油S㌢1AIくP －kマルケシガムシ  

瑚ねcα5Sf5Jαの′5′γ〆5S卜IAlく王）マルガムシ  

エαCC〝ゐオ㍑Sわαね／才SH八代l）シジミガムシ   

ガ奴狛転社ゞ扇元㈲泡耽 SトIAlモP キイロヒラタガムシ  

g．丸和ぬ祁S‖Alくl）キベリヒラタガムシ  

ぶfgプ脚わ〆めzィざ用♪鍵ぶF∧Ⅰ与】ミ1CIUS ヒメガムシ  

J／心十・‥．ソ・∴，、り′√一．・√∴′・、、i  ：  一  

既励珊触m吼析ぬ S‖AIそi）コガムシ  

励粕淵力埴加徽Sト仏神 ゴマフガムシ  

β．転油壷椚S＝八月】〕トゲバゴマフガムシ  

ダ．血閥ぬ椚めS′】、椚】1ミNS  ヒゲナガコガシラハネ   

カクシ   

（力扉ゐβ′β5～どぶ汐ⅥC才／オぶS＝Aiく【）サビハ ネカクシ  

戯招伽励加㍉吻励頭徽 SHARP ハイイロハネカクシ  

机混ぬ那β肝油矧触 S‖入！くP クシヒゲハネカタシ  

劫種舶殖＝催励SトiAIくP タマガムシ  

戯頑血勉励α何頭肌壷SrlA箋モ】Jマメガムシ  

＝isterid∂e 工ンマムシ科   

鮎血血靴り誠卵価明しwIS キノコアカマルエソ  

マムシ  

Leiodidae タマキノコムシ料   

励咽れ＝種物函南foRT署VIN ペニモソヒゲプト   

タマキノ コムシ   

g．dオめ／椚αgαPoR′J、憂こVIN オビスジタマキノコムシ  

S助αβ和才オα′β5れ‘カscg柁S PoR′柑VIN アカバマルタ   

マキノコムシ   

4卿舶元物㈲＝綱擢めめ伊上丹即舶軒SU ワモソマルタ   

マキノ コムシ  

S‖phid8e シデムシ科   

4緻肌血捌㌢嶽漬加地LEWIS ムナグロツヤシデムシ  

Cα椚わ～gzJ∽／Ⅳ才♪どぶL】；W】S キイロツヤシデムシ  

州m錘（m5C㈹CO／併K】くAA・1、Z クロシデムシ  

Ⅳ．〃7α撒オブカⅧぶK王肌Arl・Z マエモソシデムシ  

Ⅳ．御前卸Wgα飯ぶKlモAA・l、Z ヨツポシモソシデムシ  

Pわ〝沼5の如∽併わKl鋸・i、z コクロシデムシ  

∧彰げ操おぶ那オαgfm Pol汀EVIN オ・オモモプトシデムシ  

Lucanidae クワガタムシ科   

血相闇＝礪闇毎払肝油路Mo′l、SCHUI。SKY  ミヤマク  

三 

乃東研噸甑舶批＝明卿ぬ涙WA・柑RHOUS】；オニクワガタ  

伽so卸0才J㍑5わ7CJわ∽g那MoTSCトIUI－SKY  ノコギリク   

ソ 

〟励如働鋤昭路用励明敏w相加 Vo！」．ENト10VEN アカ   

アシクワガタ   

挽㈹血那柁ござ〟S Mo一Ⅰ、SCl【1川jIくY コクワガタ  

財．か用椚水上MoTSCHUIJSKY スジクワガタ  

Ag辟S／αg扉c〃g／fざSAUNI）才ミRS ネブトクワガタ  

Geotrupidae センチコガネ科   

麒沼肌都制研削＝頑卯ゆ物画壇招 WAl、El＝OUSE ムネ   

アカvヒソチコガネ  

Torogidae コブスジコガネ科   

7ケけガαわ淵NAXAN‡三et TsuKAMO′1、0 アイヌコブス  

ジコガネ   

7∴ ざCαわgr LINN筐 チビコブスジコガネ   
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7、．粥0桁7℃ダNAKANに コブナシコブスジコガネ  

Sc∂rabaeidae コガネムシ科   

0頭肋南都路7Ⅲ紆扉感触 WAT㍊R‖OUS一三 アカマダラセ  

ンチコガネ  

仇沼明娩堀船ム飢ぬ1‡購0王．け カドマノレエソマコガネ  

戯刷勉倣＝ほ相加 NAlくAN】ミ・kスジカタマグソコ   

ガネ   

〃坤／7α∽〃β7′g才子ざf．柁壷浸r壷Yl）lミN ラインアシナ   

ガコガネ   

几勉／α〟どれク〃アイピ柁～α／オぶMo・】・SCトIULSlくY ヒメビロウド  

コガネ  

凡才．、わ師乍才cαM（yt、SC‖Ul．SKY ビロウドコガネ  

ルグ．如㈲わ庚SAWAリA カミヤビロウドコガネ  

ルグ．cαSgα捏gαARlモOW アカビロウドコガネ  

C（Z5gmぶg7′ねαわγg豆007ⅥブざLI制ノS コヒゲシマビロウ   

A正昭瓶ばん開扉別批触h匁 WA・1・1三Rト10US】三 コイチヤ   

コガネ  

ル動刀g／αS♪Jβ㌢狂お那GYl－L】；NilAIJコガネムシ  

ル7．ノ7αd／αわγgぶⅥJA・Ⅰ、1ミ‡モHOし盲SE ヒメスジコガネ  

ノ材．ぬ毎朝脚制 S八WA†）A タケムラスジコガネ  

ルグ．〟f♪c～J才ぶ、ⅣA′1、rミ…0し1Slミ ツヤスジコガネ  

A〃〝プ刀αJαカ〝わ5gわcgαFAlう‡くICIUS キソスジコガネ   

A．00劇虜αHop‡ミ オーオスジコガネ  

月．ね油粕勇知仁Mo▲上・SCトルLSlくY スジコガ  

A．呵桝旭日o‡，lミ ドゥガネブイブイ  

．主 ′小ざ．・′．－、一＝J、．● ：  ヒメコガネ  

A．／〟Cβ7て∫BAI－LH⊃N ツヤコガネ  

A．（ゐわ〃才αタブαHAl～OlノⅠ）サクラコガネ  

劇施ゆ河鹿＝粛錯紘如1吼m胴（JtJS王；セマダラコガネ  

β．劇痛ぬ狐鋏 S八WAJ）A オ・オダイセマダラコガネ  

戊喝礪麺帯細物ⅧぬおL王こWIS トゲヒラタハナム   

グリ  

州朝蜘刷両脚＝呵河沼m鮎 W∧・「首RHOしメSIミ ヒラタ   

ハナムグリ  

必抑加涌ぬり寂加WA′1、】三l〈‖OUSiミ クロカナプソ  

魚油油壷α由劇和血 ARlくOW ムラサキツヤリ、ナ   

ムグリ   

71イ（滋ね£S罪′CCオ肛g〝ざPAl烏IS ヒメトラハナムグリ  

β伊彷如融誠那1わ卵油惣十日んoLl）オオトラフコガネ  

Eucinetidae マルハナノミダマシ科   

励cオ彫～zf5和みs PoIく・‖；VIN ツマアカマルハナノミ   

ダマシ  

HeIo（jidae マルハナノミ科   

Scわ′～♂5ブα鍵昭オc㍑ぶK王lミSIミNW首TT睾誹 トビイロマルハ   

ナ 

汁液鱒跡如＝彫鞘潤ぬおLlミW】S ムツボシマル   

ハナノ ミ  

（漣♪ゐ0柁ゐαS♂g打払襟f NAKANIミ キムネホソチビマル   

ハナノ ミ   

凸′わ7淵Cプ♪ゐ研乍仇堤～ダ5KIESENWl；′1てER セダカマルハ   

ナノ ミ   

ドコガネ  

タα7′α5βブイcα伊f5eαMo■11SCHⅢ．S】くY ハイイロビロウ   

ドコガネ   

餓離反＝め扁路上hwiS カバイロビロウドコガネ  

SericaniaJおscolineala subsp．1ineala S＾WjW＾   

ホソスジチャイロコガネ  

S．α乃辟／α～αL測IS クロチャイロコガネ  

ぶ．仏領別個克 SAW∧Ⅰ）A ヒラタチャイロコガネ  

S．∽わプ7才cαLI；WIS ナエドコチャイロコガネ  

印加伽繭槻潜血＝如娩 WA・‖mHOUSE   

ロウドコガネ  

ヒゲナガビ  

0．7？苦りZ〃7αf KoN■1、Ⅰく八川ミN   

コガネ   

ニセヒケざナガビロウド  

0．由㍑扉航海舶KoNTKANrこN モモケビロウドコガネ  

エαCゐ〃β5′g77∽かcgαWAT汀代目OUSE コクロコガネ  

タ0／Jα〆併‡夕方ガα房血5Ⅵ7A′i、ER＝OU舗ユ ニオうトキイロコ   

ガネ  

肋♪g〃拗／／α〆CgαMo′rSCHULSKY  ナガチャコガネ  

ルおわJα7g加ゎ如才cαBuRMにtS〆rEA コフキコガネ  

A〃07刀プrわ沼妨摘め〃7βL】NN烹 カブトムシ  

掬〆J／ぎαカj知房∽NEWMANN マメコガネ  

伽勉励蒔み頑如NoNFIく†lミD ヨツバコガネ  
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戯0（お5月α〃才coJ／g5K11ミSiミNWl汀ⅥⅦキムネマルハナ  

ノ ミ  

Pti暮odactylid∂e ナガハナノミ科   

蔚油洩那月加招加貼KlこSlミNWlrrT一三lく エダヒゲナガ   

ハナノ ミ   

娩mg～｛∂r才αJ♂乙dざg NAKAN‡ミ チビてルヒゲナガハ  

ナノ ミ  

Psephenidae ヒラタドロムシ科   

服地明細朝朗那加函液淵M∧■ItSt」MUIくA ヒラタド  

ロムシ  

タsβ搾β子守βf〟どぶカ卸7gα′5M∧SUI）A ヒゲナガチビヒ   

ラタドロムシ  

麒励蕗俳枕℃み沼血滋奴s Lw王S ヒメヒラタヒゲナガ   

ハづ－ノ ミ  

Che暮onariidae ダニンマルトゲムシ科   

（訪βわ7償わ〟椚カ♪〃捏fαプ邦NAKAN†ミ シラホシダエソ   

マルトゲムシ  

Limnichidae チビドロムシ科   

C♂卸／めダ挽〟g〟5カ如柁ダαイS C＝∧心持廿ON オオメホソ   

テビドロムシ  

Dryopidae ドロムシ科   

昂肋珊W桝那ん憫血椚ぬS‖ARP ムナビロツヤド   

ロムシ  

E‡midae ヒメドロムシ科  

Trix∂gidae ヒゲブトコメッキ科   

7Ⅵ用SαざJ叩mS W頂S‡ミ ヒゲプトコメッキ  

血血融肋膜那罰加融血必罰1汀暮、′柑lモ コヒゲプト  

コメッキ  

E暮ateridae コメッキムシ科   

A泡ポカ如S川畑輔厄 CAN‡〕だZ】；オーオサピコメッキ  

昆00柁如和独血‖JE＼VIS コガタノサビキコリ  

康和郎那加血血払Mo′1、SCHULSKY サビキコリ  

月．c研て〟Ⅲ／／オ5■CANl）】；zIこ ムナビロサビキコリ  

鞠c眈ど用．わ油川扇CANl）罠Z】ミ ヒゲコメッキ  

（わ／α〟J㈹ざmノわCANDI三ZI；ヒメサビキコリ  

パピoわとおγブナ∽α卿gαCANi）艦Zに マダラチビコメッキ  

乃擁脚＝加血CA州）鐙Zエ；メ膚メークシヒゲコメッキ  

劫廟政綱路〝ぬ槻削Mo・Ⅰ、SC】1U！一SKY シモフリコ   

メッキ  

鮎頑ぬ劫擁如い滑れ紡CAN雌Z】ミ アカヒゲヒラタ   

コメッキ   

戊血期成耶絶滅皿CANI）筐ZE オオハナコメッキ  

A椚鍵血ざ7？才物才ⅢざしミWIS ツマグロコメッキ  

飽海猟鋏＝脚堺血ぬ沼ねP蛸m ムネアカクロコ   

メッキ   

ル食餌♪β捏班gぶ0♪αCα5CAN鵬Z】三 ムネアカツヤケシ   

コメッキ  

Cαプ御方α柁′ゐ〟ぶ卸Jgf血ざしミWIS ホソキコメッキ  

月Ⅶm摘陽S磁血涙那CA州）琵ZE ヒメホソキコメッキ  

A免Jα犯〃g〟Sた0オゐ♂オKISl】lT†et OH‡RA ヒラタクシコ  

メッキ   

凡才．Jg‡d5f ScⅢミNKl。iNG ルイスクシコメッキ   

凡才．c椚′gc～〝S CÅN】）EZ】三 ヒラタクロクシコメッキ  

加商細おα如壷CANDEzl三 クリイロニセコメッキ  

Gαアブめ7′わ働ぶ房～メα～〝ざGゝNけ影】三 タテジマカネコメッキ  

だ滑脱ぬ摘α路5胡散描那CAN雌ZE クロツヤハダコメ  

ッキ   

5c㍑ggJJα∠如〟S5祝gぴγαJオざLEW王S ホソアカツヤコメ  

ッキ  

肋′♂和班α㍑ざ（おざgγg肝CAND烹ZE ヒメクロツヤハダ   

′＝∴J叶∴ごり い．－√・リト：・・、‥・  キスジミゾドロムシ  

餓棚血ぬ鋤物ぬNoMU王モA アシナガミゾドロムシ  

S．画埴痴∽NoMUlモA イブシミゾドロムシ  

脱肝∫ぬJ椚オざゐ〟和ざα紘㍑f NoMUlてA クロサワドロムシ  

Cγの～よば～／f紺∠ぶ研αア官わ∽ね5K6NO キベリナガアシ   

ドロムシ   

Zαf～zβ豆ααれ打7沼K6NO アワツヤドロムシ  
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コメッキ   

、、∴・ハ．・．′．1′．・日下右バ予．・、  
Carltharidae ジョウカイボン料   

f）〃血如働ざゐピタ〟g乃オKrESIミNWじTT睾Ⅰく クビポソジ≡了ウ   

カイ   

ダ．路頭椚転卜L珊IS ミヤマクビポソ ジョウカイ  

オツヤハダコメッキ  

肋れア～～錯オ〃5ぶわ聯イ／α7イ5L】三WIS ムネスジグソダラコ  

メッキ   

〟．押〟0オぶ～M－WⅥ ガロアムネスジグソダラコメ  

ッキ  

ル分れ堤〃Ⅵか〟わ‘S如ピ7て〃わ～／～ぶ上ノー潮S ルリツヤハダコ  

メッキ   

／ご／〟／（リ・J／■（イりノ／（／J■（1＼＼川．二∴巨 i■・トト力：トいソ十   

卜小∴J．ご1●∴′．・・r，．     ・：  ；  

メッキ  

〃狛前頭扉血椚ば力闘加CAN鵬Z‡ミ ヒゲナガコメッキ  

肋ぬ個珊那伊都砧C八N】）l三Z王ミ キバネホソコメッキ  

G妙脚わ吼躍1抜・〃わr CA相聞㍑‡ミ キバネニセクチプト  

コメ ッキ   

罰ね蛮＝描睨頭那CAN雌Z盲こ クチブトコメッキ  

β飾扉∽〟短〃元扇扉椚CANl）iこZlミ ペニコメッキ  

β．∬扉紬加東Llミ削S ミヤマペニコメッキ  

Eucnemidae コメッキダマシ料   

薫椚触＝め猥FI．iミt用AUX アイヌエコメッキダマシ  

Dr捕dae ホタルモドキ科   

β㌢才／㈹オ㍑55gγオαg㍑／〟ざKT‡ミSl三NW】汀′r‡ミーく ホソホタルモ  

ドキ   

β．〃ぶα乙∽g NANANIミ ムネアカホソホタルモドキ  

助オJαぶ′αα芳f／／〟わざKl憂ミS】ミNW】汀！1】‡‡く カタアカホタル   

モドキ  

Lampyridae ホタル科   

〔沙弗湖βCg門↓5用プ首相J／オざKlI；S】ミNWだTT堅胴 ムネクリイ   

ロボタル  

山蕗助か壇軸函南Mo・】、SC！〟氾LSlくY オバボタル  

エ．αCCgプ器αGo！モ王肋M オオカーバボタル  

伽coβg才αメお7習0ざαGoR汗AM クロマドボタル  

ん椚溺滋〝補元弛Mo′rSC軋ほ．SKY ゲンジボタル  

肋gαγgα如7℃㍑JαKTl三S】三NWI㌃rTElく ヒメボタル  

ノIl＝．．－い・ノ．1l   － ・  ロクビポソジョウカイ  

′）．プチ旧d／融z搭K腫ⅠミNW】r王Yl，上ミlく ヒメクビボソジョウカイ  

ダ．77沼／肋f榊∫（ねs KI一三SlミNWト：′l〉…，一三ーモ クlコヒメクビポソ  

ジョ ウカイ  

P．ぶれ クビポソジニーウカイの十一杯  

fわ〟αわγわ7～Jざ〝わざ∽f7イc〃わ7′PIC タロヒゲナガジョウ  

カイ   

イ∴＝JいJ・．‥‥・′・－．i      －・  －  

r ♂卸町卸厄K闇W淵m！く キンイ箋コジ三！ウカイ  

A抽紺Ⅶぶ鎚ぬ椚沼椚 M（汀SC‖Ul。SlくY ジョウカイポソ  

A．沈痛肋ぬ邪KほぶにNⅥi汀IⅦモ ーヒポシジョウカイ  

けり／／圧り川／＝イ／…■J川JJ∫lく】トニトトニN、＼・ドrl・Ⅲl、・一汁∴ト：、－  

ウカイ   

（、J川／／〃〃■／■JJ／（／／Jざ／／川／／／Jlくけ二廿こNu・卜こ「＝．：■ヾ ．ノ、‾i∵．・■斗仁ソ  

ロジョウカイ  

C．α♂卯gαKI長くSlミNWじγTにlモ クロホソジョウカイ  

C＼£幌成厄二Kl三三SIミNIV！汀t・Elく クリイロジョウカイ  

C．血沈浸㌣c ブタイロジョウカイ  

C．描油紛糾∵W万化附こ ■ ヤマクビアカジョウカイ  

甜嘩桝井勉n肌直Pc クロヒメジョウカイ  

ガ．如何柁fcαK重民SlミNWじrI・‡ミー～ ヒメジョウカイ  

九加ゎ棚徽㍉糎肝油加 LlミWiS オオメコバネジョウ   

カイ  

乃粛舶用＝呵加ぬ邪L描S キベリコバネジョウ   

カイ  

7＼α′rオc紳5L】ミW王S クロズコバネジョウカイ  

碓助柚旧永由融邪0＝汚AYAS用 クロツてキジョ   

ウカイ  

ル勉／メカαおs s♪．チビジョウカイの…種  

Lyc盲d∂e ペニボタル科   

几勉r7′OノブC〟ぶガαわgJ／αg㍑S Mol、SCmjl．SKY クシヒゲペ   

ニボタル   
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挽50／脚ざαgm7‘力持Kl潜ENWE′n、】；Ⅰモ ホソペニボタル  

エダOSわ〝招5椚0（おsg∽KIl；SENWETT℃】ミ ペニボタル  

／ふ汗斗・イ′〃廿、＼／∵〃汗．・．ミ／、盲∴・、．・  ●．－こ   

ペニポタル  

β．5α柳柁～クg捏柁f5鮎災ANrミet OH汚AYASHlアカミ   

スジヒシペニボタル  

劫亙拘研削り御伽刑仁軋NO ヒシペニボ タル  

β．βJg脚プ器NAKANE etJ．WINKIJl三重ミ クロパヒシ   

ペニボタル   

ガ．5♪gcわざαOH闇AYAS川 ネアカヒシペニボタル  

伽ねr才5かc～猥Go】＝AM スミアカペニポタル  

留硬扉＝独融那K】だSlミNW†rl〉1－ER テングペニポタル  

ク．00軋狛抄加眈S BoulモGよ三0IS ムネクロテソグペニボ  

クル   

4地物傭関山侮紬触GoRI寸AM ジュウジペニポタル  

α融加㍉卿朔励加服KI∬ENWlrlYl、tミiく クロペニポタル  

C．わ肛0研卸ざf≠㍑50I服AYASHユ ミダレクロペニポタル  

釣血加齢力柳励那BouGIモGEOtS ヤマトアミメポ   

タル   

エッ如才α堺∽dわcoダブ才s KIESENWJ汀rElモ カクムネペニ   

ポタル   

据sわJ卿∬脚gα≠㍑S Gc願廿IAM スジグロペニポタル  

Dermestidae カツオブシムシ科   

A軌昭紺批㍉奴沼わL掴哺 シラホシヒメカツオブシ   

ムシ   

月光肋柁才飢ざば沌αざCf LINN琵 ヒメマルカツオブシムシ  

A．〝紘ば♂椚f7乃LINNE シモフリマルカツオブシムシ  

07掬わ7ぴざカ如才αS AIヾlそOW ペニモソカツオプシ   

ムシ  

P鉦而dae ヒョウホンムシ科   

撤ぬり擁如拙Ⅷ加Ⅷ ナガヒョウホソムシ  

Anobi富dae シバンムシ科   

7ナfc如（ねぎ∽αCα如Cわ∽RE【TTER トサカシバソム   

シ  

Bos七rychidae ナガシンクイムシ科   

〟ぬ椚血涙わ頭蹴り描傲頭顔邪娘 L】慧Nl三 オオナガシ   

ンクイ  

Trogos旧d∂e ククヌスト科   

7滋プ別α／さfざ卸7扇cgかLl；WIS セダカコクヌスト  

71．′αgダcβ♪5L】ミWIS オオズセダカコクヌスト  

鋤ocゐαγねカ如才cαRimⅧ服チビコクススト  

Cleridae カッ：コウムシ科   

C物流五乱S dね揉消邪1しw！S ホソカツコウムシ  

q妬b nⅣ加療那LlミWIS キオビナガカツコウムシ  

0．通知椚ぬ那iムwIS ムナグロナガカツコウムシ  

7Ⅵα習α5わァ£〟∫／β扉ぶf TACO】うSON アリモドキカツコ  

ウムシ  

5g首都闇∠ね‘プ刀乃αたα彫才IGA クロサビカツコウムシ  

AJわc如才β5dダcみ7℃αLEWIS ムネアカシリブトカツ  

コウムシ   

7セ7紺7那Jβ扉5g Loiイ1）E ルリツツカツコウムシ  

7、．cαS～α才紺αざK6NO クリイロカツコウムシ  

7セ彫J而（ね5∽αC㍑gfcoJJfざLI£WIS キムネッツカツコ  

ウムシ   

7－〟〟S fg㍑和Sゐff K6NO イガラシカッコウムシ  

Melyridae ジョウカイモドキ科   

肋ざグ′βぶ捌gg扮わざN八旗ANR ケシジョ ウカイモドキ  

Cucujidae ヒラタムシ科   

伽脚S COCCわ旧～鋸LEW】S ペニヒラタムシ  

乙〝gわgαα沌那αRE汀TER ヒメヒラタムシ  

β♂融和卸卵5J飾感C㈹ブざREIγrER ヒゲナガヒメ   

ヒラタムシ  

エαβ∽0カゐねg㍑Sざ〝∂∽α柁才J才ぶREll〉】、ER キボシチビヒ   

ラタムシ   

エ．成和才（おぶREI′l〉l、lミR 勇一オキバチビヒラタムシ   

伽ざわ∽～sJαわわざRElmE†モ デバヒラタムシ   
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エ．Jg如ざダf CROTCH ルイスコメッキモドキ  

Phatacridae ヒメハナムシ科   

月毎故旧WSわⅥ滋お那C‡肌MPiON こセクロズマルヒ   

メハナムシ  

エ油cゐγ〟S用ね卯gαg鋸ざCHAMP王ON ホソヒゲヒメハ   

ナムシ  

ガ紘椚兢ね3摘闇Ⅷ鹿椚FLEUl・IAUX キイロアシナガ   

ヒメハナムシ   

〟．c肝（刀∽g〟5FLACH ペニモソアシナガヒメハナ  

ムシ  

別働那好紳助血おCトIAM門ON アカボシチビヒメ   

ハナムシ  

Ero七ylidae オオキノコムシ科   

肋α猥～gぶ如β乃0みfg才5し三WiS オオキノコムシ  

月〃JαCβC揖J祝5カ如才αざClそOTCH カタモソオオキ  

ノ コムシ  

肋柁ダααカ℃Cプα乃gαLlミW】S クロヒラタオオキノ  

コムシ  

肋0≠わβgαズαg和gαLEWIS クロハパピロオオキノ  

コムシ  

励メカカ／α∬fめβ柁封～オメね那LEWIS ヨツボシオオキノ  

コムシ  

βα∽gカ如柁fcαCROTCH こホソホソオオキノコ   

ムシ   

朗ぎmざgβ門徴ぶ♪gタブわ用′〝S LEWiS ペニモソムネビロ   

オオキノコムシ   

〟．gγ才c∂／伊′LEWIS ミイロムネビロオオキノコムシ  

ルおgαわ血c彫∂g〃〟JαLI；WIS カタポシエグリオ・オ   

キノコムシ  

Coccine‖dae テントウムシ科   

Cゐfわc甜Ⅵぶ彪〟∽㌢沼♂SILVESTぎモー ヒメアカボシテソ   

トウ   

Aわわcαrgα椚わⅦみgノダざMo■rSClイULSKY カメノコテソ   

Nitidu‡idae ケシキスイムシ科   

Jかdオα礪如0′α∬REl′rま、】ミ王ミ クロヒラタケシキスイ  

Pα用∽gわかα∬Ⅲ∂用椚RI㍍T′柑R マルヒラタケシ   

キスイ  

伽ゐ和∽猥（わ門αJオざREr汀】三重ミ キイロセマルケシキ   

スイ   

PocαdダggざdfJαg～∽α7徽ざREI・汀】ミR ウスオビキノコ  

ケシキスイ  

エダわ℃（わγ甜むc〆わ？通′fα5RE】1〉llER ツツオニケシキ   

スイ  

エ．fβ∬f（ねぶREI・l▼rER コヨツボシケシキスイ  

エ．知慮加わ悦ぶREl・rl、Elモ ヒョウモソケシキスイ  

エ．相月㍑房わぶRE‖γl、l三王モ アカハラケシキスイ  

エ．カ如才∽ぶMoT＄CHtI，SlくY ヨツポシケシキスイ  

Silvanidae ホソヒラタムシ科   

／一〃〃＝′いい∵′ご／／・小机／小トl（．！  －・・．－．‥・．   

ヒタラムシ  

タ．ノおぶCfα≠α5REITTER グロオービセマルヒラタム  

シ  

SfJ∽托鋸αメ節乃fざREtTl、ER フタトゲホソヒラタムシ  

Cryptophagidae キスイムシ科   

q刷軸物雛用劇物脚触GYLI－ENljAL トゲムネキ   

スイ  

Biphy＝畜dae ムクゲキスイムシ科   

戊頚劇奴＝叫毎ぬ知Wou－AS′Ⅰ、ON ハスモソムクゲ   

キスイ   

β∴傲椚靴那加憲RmⅦ‡ミ セスジムクゲキスイ  

及㌧穐協肌蹴RErrrER ケマダラムクゲキスイ  

Languriidae コメッキモドキ科   

AⅦ成戒那」れ協相加CROTCH ツマグロヒメコメ   

ッキモドキ  

エα乃j拘わ0椚肝錘α乃fg㌢如rざ才ざW－ATER‖OUSE タロ、ア   

シコメッキモドキ  

トゥ   

ルJ川…J～′J′ハー．けJ′ノトト：・∴  テントウムシ   
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Cb如α（おcg椚節（gね才αLIN鵬 シロトホシテソトウ  

C．御αg鍬）71おdタブ柳～gαgαLェNNE シロジュウシホシ   

テントウ  

ダ和わぬgα御α払椚おcg椚卸£習CgαgαL】NN琶 ヒメカメ   

ノコテソトウ  

〃β〃椚ツSfα乃才物乃fcαYuASA ジュウロクホシテン   

トウ   

J′J♂ダざゐogゐβJgf TIMBI溌LAlく王；キイロテントウ  

Tenebrionidae ゴミムシダマシ料   

励／才gαrg那わβ／′fco勃5LEWIS コブスジツノゴミム   

シダマシ   

βfα掬わs g蹄d5g BArrES モソキゴミムシダマシ  

β．戒掬傲狐鋏LEWIS オオモソキゴミムシダマシ  

ダJαgJめ椚α柁C∠オc伊7紺しミWIS ツノポソキノコニゴミ   

ムシグマシ   

P．食沼記紀正侵1脚腔 クロオビキノコゴミムシ   

ダマシ   

励ざα乃祝5g和gタ0わお5LEW！S ヨツポシゴミムシグマシ  

Cg叩か才αわ適お～αWIEi）EMANN ナガニジゴミムシダ  

マシ   

カ劇gα5Cα才♂ゐ7ⅦβLEWIS マルツヤニジゴミムシダ  

マシ   

こ／わ研αみぴ7Z才∽MARS‡ミUl．ヨツコブゴミムシダマシ  

ぴ．〝昭和gZイJオNAKANE エグリゴミムシグマシ  

勒如♪ゐわβ〟5COg如才0才（おざLI；WIS クロホソゴミム   

シグマシ   

伽卸g〟ざ血J′gαざLEWIS ツノゴミムシダマシ  

7セわⅥ鈎ツ〟〟5J録7肌′f併r MAJモSEUL ニジゴミムシグ   

マシ   

ぶわ刀αJ〟招COg7ⅦgβαLIミWIS ルリツヤヒメキマワリ   

・モドニト  

了竜ゆ～αgJgg沈痛㍑JαL㍍WIS ヒメマルクビゴミムシ   

ダマシ  

川畑研励め触＝廟叫押倒か眩■l、SCHULSKY キマ   

ワリ  

P．JαgdcoJオブざHAROLl〕ヒメキマワリ  

助Ⅶ戯血糊メゆm腑MA】モSEUL シワナガキマワリ  

S．乃才知オ甜椚L】ミWIS クロナガキマワリ  

ぶ．オ椚励∽LEWIS ヒメナガキマワリ  

ぶ．お仇ぬ肝糀LEWIS ウスイロ：ゴミムシダマシ  

Aわ以gg柁㍑fc㈹才s LEWIS ホソヒゲナガキマワリ  

戯オズ∂gααれ彪M戯SEUj一 コマルキマワリ  

Lagriidae ハムシグマシ科   

血伸5わ肋岱fざM〟くSEUL ヒゲプトゴミムシダマシ   

粕抽ねd槻励血脚肋ぬpol）A シロホシテントウ  

Endomychid8e テントウダマシ科   

ん匹扉椚ゼ飯α〝描撒ぬね郁 G屋；RS■l・AECIくE‡く セグロツヤ   

テソトウダマシ  

エ．cαざgα乃βゆβ乃乃fざGo紺AM クリバネツヤテント   

ウダマシ   

八郎cピ才わ沼JαgオcogggざGoRHAM ムナビロテントウダ  

マシ   

劫哩勅如＝矧加郁ゆ払お0Ⅰ．1Vl】三1モ ヨツボシテソ   

トウダマシ  

蝕わ椚ダ加卵油α椚ブLEWIS ルリテソトウダマシ  

Lathridiid∂e ヒメマキムシ科   

5gg卸5gg～ゐ鋸Cゐ飯g那ダs RE汀rER ヒメマキムシ  

α摘描吻原感触闇1玩l）ST ウスチャケシマキムシ  

Mycetophagidae コキノコムシ科   

物cgわ錘α餌ざα和才βプ偶αg㍑ぶREIITE】モ ヒゲプトコキ   

ノ コムシ   

〃．αggγR一三1TT℃朋 クロコキノコムシ  

Co暮ydiidae ホソカタムシ科   

〃われ寂如ざ如頭ぬ払Sト払ⅠモP サシゲホソカタムシ  

励動画加那猪Ⅶ血SHA双P ノコギリホソカタムシ  

勤明知㈲奴＝如触S一肌RP ホソマダラホソカタムシ  

7一ね動的繭＝融醸如SHARP マダラホソカタムシ  

釣融紘砺匝頭微 SHARP ツヤナガヒラタホソカ   

タムシ  
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肋gβγOgαrざ〝ぶCαγわ∽7αMARSIミUL スジコガシラゴ  

ミムシダマシ  

アカハネムシ  

P．丸秘わαHEYDEN オエアカハネムシ  

㌘．〃♂5g才ガ〝αLEWIS アカハネムシ  

ダ．ガα房′αとわ5Bl。AIIそ ムナグロオエアカハネムシ  

グ．敵組班別痕L】三明S ミゾアカハネムシ  

Ceph∂‡oidae クビナガムシ科   

α励油仰み描狐M（ブrSCHuJSKY クビナガムシ  

Me蔓anc蓋ryid∂e ナガクチキムシ科   

月初扱か明地蝕S併衰㈲旭丘s L別腔 アヤモソヒメナガ   

クチキムシ   

釣棚鹿川〝戚加血痴如LEWIS ヒメコメッキガタ   

ナガクチキムシ   

0作おざfα〝C㍑JαわざLEWIS カバイロニセハナノミ  

0．めば和g柁βgαgαダIC マルモソニセハナノミ  

グゐわβ0わツαβ和けわ才（ねざしミWIS ブタオビホソナガ   

クチキムシ  

グ．月齢祓許琉LEWIS キオビホソナガクチキムシ  

ダ．柑感coJgオs MAIくSEUL クロホソナガクチキムシ  

P，旅棚柑／fぶLE椚S モモキホソナガクチキムシ  

ダ．お彷抑沼LEWIS オオクロホソナガクチキムシ  

飽和椚夕庵α血≠〟5C相知αg捕LEWIS コメッキガタ   

ナガクチキムシ  

助m加ゆ購舟相加癒 MARSEUiJヒメホソナガク   

チキムシ  

S．川柳椚ぬ那LEWIS キイロホソナガクチキムシ  

Rhipipho涙払e：オオハナノミ科   

薫兢肌融刑痴鹿ぶわ如腐 NoMURA et NAiくANE クチ   

キオオハナノミ  

Oedemer盲dae カミキリモドキ科   

教戒如湧和ααg7☆β如LEWIS キクビカミキリモドキ  

方．招頭紺如触漕仁托補0Ⅰ一】〕 アオカミキリモドキ  

エα∠如α乃吻イcoJJgざHopE  ハムシダマシ  

A潜血脚肌耶＝励弱ぬ血ⅦLEWIS アオハムシグマシ  

A．甜椚が〟β5αLE削S アカハムシグマシ  

∧な〝椚裏わ℃頑摘花彫αMAJくSlミUL  ナガハムシダマシ  

Al‡ecu暮id∂e クチキムシ科   

AJJgc〟gα∽gJα乃αγfαMÅKIJIN クチキムシ  

A．カタf感チ紗ざαMÅⅠくIJIN オオクチキムシ  

A．別物玖匪糊放仁HAROLD アオバクチキムシ  

A．5g∽わJαL】三椚S ウスイロクチキムシ   

カ．ヂβ柁び才ぶMARSEUL ホソアカクチキムシ   

励沌那5才力g5αCfc㍑gαγfs MAlくSEUIJクリイロクチキ  

ムシ  

功㈹軌痛＝両極棚ぬMA式SEUI．アカバネヒメク   

チキムシ   

〟．∽雇α漬冴∴NAKANE ツヤバネヒメクチキムシ  

j㌔g批わdざfβJα肋α威HAlそOLD クロホシクチキムシ  

カα椚わ℃OC視ねgαMARSEUL フナガタクチキムシ  

A砂cggo戊αγαCOgJわ∽LEWfS ヨツボシヒメクチキ  

ムシ   

朗■．椚f∽gCαLEWIS カタモソヒメクチキムシ  

Tetra七Omidae キノコムシダマシ科   

鳥畑おメ頭∽αMARS】三UL モソキナガクチキムシ  

7セシα紬∽αぎαゐα脚g～f NAKANE ルリキノコムシダ   

マシ  

Sa暮pingidae チビキカワムシ科   

エfざざ0（お∽α血≠αg〟椚LEWIS クリイロチビキカワ  

ムシ  

Pyrochroidae アカハネムシ科   

凸都政通徹血液払＝傲血涙LEWIS クシヒゲビロウ  

ドムシ  

P．お如5LEW王S オオクシヒゲビロウドムシ  

魚紬動物那加旧劇郎㈹めLEWiS ムネアカクロ  

ガ．如才虎KoNO カトウカミキリモドキ  

方．cα批払～αK白NO シリナガカミキリモドキ  

＿＼●．／～ブナ－小用小＼ト・・  キバネカミキリモドキ   
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ガ．々α紹虎NAKANE コウノカミキリモドキ   

ガ．0ざα孤灯f NAKANE オオサワカミキリモドキ   

芳．蝕服肝g H甜Ou）ニキイロカミキリモドキ   

伽併邦β7管JJα狸乃∂SαLEWIS マダラカミキリモドキ  

A免卵ざβ椚捉椚ヴ〟αめイcos≠〟／αg〟7邦KIミAATZ オオクロ   

カミキリ  

戊流血れ那加悔B－1ミSS王NG ホソカミキリ  

C冶和助才αJ♂揮㍑和才（おぶMA・rSUS‖汀A ケプトカミキリ  

Cα∽℃ヂg5（わわざBATES カラカネハナカミキリ  

エβ椚㍑gα（ねcゆg柁5BA′王、ⅠミS キバネニセハムシハナ   

カミキリ  

エ．れfカ班α相方PIC ピックニセハムシハナカミキリ  

Ac〃昭gOか∽首相JfαGE招L誉‡く ヒナルリハナカミキリ  

ダf血～α（おわざJ才ざKIくAA・l、Z チャイロヒメハナカミキリ  

飽和ぶg7℃狸脚Jfぶブ？プ椚♪ゐ〟JαBA′Ⅰ、i三S ニンフハナカミ   

キリ   

ダ．ざ揖／わゐβプ器才ぶ爪私・llSUS‖γrA タテジマハナカミキリ  

エ紳′び柑OCゐ和Cβ〃舟ぶCオαgαMo′1tSC】イULSKY ヨツスジ   

ハナカミキリ  

購おm廟励肌＝Ⅵ抑偵Ⅰ玩r王三S オオヨツスジハナカ   

ミキリ  

耳揮納肌閃＝流血脱 Or－1Vll二王モ アオスジカミキリ  

A〟og和撤ぶぶ卸βわα和才闇5BA′柑S トビイロカミキリ  

S′β咽′わ招∽御前柁Ogαg㍑∽BAて・ES ヨツボシカミ   

キリ  

Sgβ㈲妙二昭ざCJα豆gピ和BATES アメイロカミキリ  

S′g符如∽αg〟ぶCJgro扉gざBAr柑S カツコウメダカカ  

ミキリ   

S．gαね昭チ∽S MA′rSUSH】■rA タイワンメダカカミキリ  

釆由軌涌那α撤軸㈹奴 KRAA′l・Z ウスイロトラカ   

ミキリ   

方．g〝沼Cfαg㍑S BA′Ⅰ、ES こイジマトラカミキリ  

肋卸7ナ∽カ鍵椚gαHEVROLA′1、エグリトラカミキリ  

ガ．芳β和才ぶCαBA■l、ES ホソトラカミキリ   

βg〝7α柁α方≠㌢閻捏ぶダブgs BA■柑S トゲヒゲトラカミキリ  

C和肌椚0卯鈎〟5乃Ogα如才才s PASCOE キイロトラカ   

ミキリ  

Aチ∽がグ♪g捉ざ∂g〃㍑5MATSUMUIくA et MA′rSUSH汀A ア   

カジマトラカミキリ  

撤柁Cゐ才力タsねぎ祝5g和S胡ざBAて・腿 セダカコプヤハズ   

カミキリ   

J㌔αCO摘gα如′αねざPASCOE キポシカミキリ   

仇瘍醐脚伽ぬよ灯油加招j MmscトIULSKY モモプト  

カミキリモドキ   

0．別の7才cαgαLEWIS キアシカミキリモドキ  

Me‡oidae ツチハンミョウ科   

Z彿‡gggSカメ桝7～cαPIC キイロゲソセイ  

Z．n戒物椚髄庇 M八RSにUL ツマグロキイロゲソセイ  

Anthicidae アリモドキ科   

賄わ∬〟Sゐαα威MAlくSにUL クロスジイツカタ  

A乃伽αざカ£衰β那MARSEUl．アカホソアリモドキ  

A．払鋤趣瀾ぬMARSlミUl．ツヤチビホソアリモドキ  

A．プチ∽和g㍑g才PIC アカモソホソアリモドキ   

ム．coカαgmS L‡；W】S ムナグロホソアリモドキ  

A疲巌m椚併揮以仁甜血相在sしwIS ヘリアカアリモ   

ドキ  

Aderidae ニセクビボソムシ科   

川畑励研削用刑赫倣 SAHt汚lミiモG マダラニセクビ   

ポソムシ   

A壷閑ばd鮎血沈那 CトIAMl⊃ION アシマガリニセクビ  

ポソムシ  

A．ヴMめ′わナ沼α′αねf5MAlくSEUIJオビモソニ・ヒクビ   

ポソムシ   

A．柁めγ九哲ざメタ5MA】モSEUL アカバニセクビボソムシ  

Cer8mbycidae カミキリムシ科   

舟形gりかぶざわ7才描Ⅵ7HITE ウスバカミキリ  

凸′わ7甜わび祝gαγfざMoて、弧】1Ul月KY ノコギリカミキリ  

ダ∴吼知慮おHAYASⅢ ニセノコギリカミキリ  

ノ㌔g錘αCg附柁∽f卿′H誹0工′D コバネカミキリ  

卵㈹如焼払倒頭壷触LINN琵 クロカミキリ  

A湧明知血ぶ乃蛸焼汲 LINN浣 サビカミキリ  

C路地励伽＝抑加毎GAHAN ムナクポカミキリ  
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瓜新政埴Ⅶ噸附プ嘘叩郡柑 GlモーミSSlてT ヨコヤマヒ   

ゲナガカミキリ  

A那劇切払馴ク研d加商肌 T‖OMSON ゴマダラカミ   

キリ  

A怨c刀7タ擁S卸∂fcom75BA－l、ⅠこS イタヤカミキリ  

∽闇扉焔鋸血抑祓油 THOMSON ヤハズカミキリ  

肋〃Cゐα椚〟S卯〃df5ⅥJA′i、上三相OUSに ヒゲナガカミ   

キリ   

〟．〆ね用此奴s Hop！こ てダラヒゲナガカミキリ  

〟．畳めカ5Cオαg〟S BA′l、ES ヒメヒゲナガカミキリ  

瓜血中紳り物融か反乱ms ビロウドカミキリ  

A．Jぴ∬録γわ5αBAl、‡こS －kソノカミキリ   

励わcβ和才飯紺JαgαC‖EVlモ0王JArl、シロスジカミキリ  

月如㈹αカタ㈹fcαTHOMSON クワカミキリ  

漉ざ0ぶαJ湖威力β紹習才5BA′rlミS ナガゴマフカミキリ  

朗「．ざg扉′ブざBA′rES タテスジゴマフカミキリ  

朗「．揖7TぴfαBA′ItJミS カタジロゴマフカミキリ  

飽タブ椚7∽Jオg〟和才αBAT鷲S ヒゲナガゴマフカミキリ  

戯od）〆邦αわ‡才βgγオ♪β柁乃g5BA・rES マルバネコプヒ   

ゲカミキリ   

ガ．ぬ加漬BAT署S セミスジコプヒゲカミキリ  

q′Jオ撒滋JgαgわsgぶCg那BA′l、ES ハイイロツツクビカ   

ミキリ  

即助Ⅶ血＝如壷如BATI三S イポタサビカミキリ  

上わfα5dね墳わ∽g㍑S8A′rES ドイカミキリ  

G7Ⅵ♪ゐg（ね5ざα膵搾〃～αBAl、ES クモノスモソサビカ   

ミキリ  

ノⅥ旗頭汀αgαBA・1、l；S ハイイロヤハズカミキリ  

Pggγ〝わ♪如αCα批わfαBA′l、ES トガリシロオピサビ   

カミキリ   

P．annulala CH玉VlモOLAT ワモソサビカミキリ  

P．g∂柁αgαB〟rES アトジロサビカミキリ  

P，J〝き狩SαBA′Ⅰ、i三S ナカジロサビカミキリ  

A明知戒＝明軸郎黒A■rI；S キクスイモドキカミキリ  

Afわ乃紀和力如才cαBAて、】迅 コブスジサビカミキリ  

キγJαねのかgs研わ習g∽BA■1－ⅠミS クビジロカミキリ  

AぴJαC棚g〟ざ如湧ツタgzof（ねざT】10MSON タテジマカ   

ミキリ  

P5β〟（わcα／∽〃ぁわ‘ざカメ桝7ダαS BArl、一三S ドゥボソカミ   

キリ  

（適才／α伽gα‘5節£伽ね‘5BA■rES ゴイシモモプトカミ   

キリ  

エ♂わかfぶぶ才オ〟α才捉5BA′l、ES ゴマダラモモプトカミキリ  

Acαプ電～如cわ7Z‘5月γgぶg〃5FAIiIミ王CIUS ヒゲナガモモプ   

トカミキリ  

伊鰐闘椚沼鱒卸威偶Bms トゲバカミキリ  

肋〝Cg7？～㍑‘5／～乃gα～‡‘ぶBA′1、‡ミS アトモソてルケシカ  

ミキリ   

ガ．解gわ才5f M八・1、SUS川′l、A ガロアケシカミキリ  

ガ．ggざg糀〟習β〟5MA・1－SUS川・1、A キツコウモソケシカ   

ミキリ  

ガ㌧紳助祓めば8ATES シラオビゴマフケシカミキリ  

g．ノわscわ／αg㍑ぶBA′r・i王S クモガタケシカミキリ  

服傲血＝扉姉別由Gだ指LIミiく キモソカミキリ  

ダα柑椚g乃βざオαgゐ♂α鈎才αB入1、ES ジュウニキポシカ   

ミキリ   

グ．たαぶ〟が柁5才ぶSEKf et KoIうAY人S川 カスガキモソ   

カミキリ  

ぬgg′用ノ娩αCゐりざ〝Cゐ／併fs BA・柑S ハソノアオカミ   

キリ  

g．ocgわ′αBAl、ES ヤツメカミキリ  

Cgg7碓α柁JfcgαPASCO‡三 シラホシカミキリ  

鞠閥加納畑ぷ膵液ぬ BAT署S フチグロツヤポシ   

カミキリ   

グ．ざわ，7〟Jα犯g BA・‡、ES ダイセソカミキリ  

助か伊東α〃∽7威㌢紺／／αBAl、‡ミS ヘリグロリンゴカミ   

キリ  

靴プわgc由coβ柁f／β0∽ゴビα那81モ王ミUN州G アオキクスイ   

カミキリ  

丘押が托eαCO乃7gぶ8Aて－Ⅰ；S ヨツキボシカミキリ  

励∽gC∂Cg㌢協α乃〝椚αJα8A・IIES シラホシキクスイカ  

ミキリ  

Bruchidae マメゾウムシ科   

肋c如dね（ざカ如才α5HAROiJD サムライマメゾウ   

ムシ   
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ChrysomeEidae ハムシ料   

盈昭印加柑α偶祓由B札Y ワモソづ－ガハムシ  

蔀研削櫛魚肥g紛相知 AcHAIくD キボシルリハムシ  

S．東砂胴飢めCI傭J6 キイロナガッツハムシ  

α勇加曙錘扉那メ加触矧奴 BA⊥Y キアシルリツツ  

ノ＼ムシ   

C．乃〟∂才タブぶKlくAA・lゝz ヨツモンクロツツハムシ  

C．71輌∬才αg〟SJACOlうY タテスジキッツハムシ  

C．ざCダg〟血s BAl．Y カシワッツハムシ  

C．♪g和才聯那BAl。Y キボシツツハムシ  

仇桐勅批繭錯Ⅲ卸助おだAl．Y ドl〉ガネッヤハムシ  

励ざブタl坤gαみα／〆HAlそ乱！）チャイロサルハムシ  

且γ毎払偽JACOiうY ムネアカサルハムシ  

A耶祓ぬ加省都那加闘眈加＝沈て・SCHULSKY アカガ   

ネサルハムシ  

Jお〝∽め∽カざCfα′JαgαBALY マダラカサハラハムシ  

β．椚αねざgαBALY ニわサハラハムシ  

β．∂擁‘乃どgα～αJACOlうY フタモソカサハラハムシ  

め如相方才ざカざC衰gαBAiJY クロオビカサハラハムシ  

エJJ鍵5gゐβざαggr Mo′‡、SCHULSKY リンゴコフキハムシ  

Gα5g和／～㈲タ鹿ぶカ如CαHAIくOLじ ズグロキハムシ  

ざガ好fαα（ぬ∽5g B乱Y カバノキハムシ  

7ナfcゐβJαゐ〃沼gα5g椚gノお／∽JACORY アカタデハムシ  

㌣桝墟扉ねe湖南了KIMOて、0 プチヒゲウスバハムシ  

P．〝旧C㍑Jfco／／オざBAI．Y こレハムシ  

ダ．ざg椚如才伊ⅦムcoBY カエデハムシ  

G頭椚頂沼α適摘めね肋悠B乱Y イチゴハムシ  

0払カα撒漬紬如C目口J6 ブナハムシ  

伽如才gαg才わ～αオブざBAIJY エノキハムシ  

P．カよSC才物乃オsJACOBY イタヤハムシ  

劫血呵批和矧妙ゆ脚ねMoTSCHUI－SKY クロウリ   

ハムシ   

7b〟〃∽C併Ⅶ油才αJgsふcoBY クロバヒメナガハムシ  

ダJg〟g～αZばfααγ∽αgαBAエ．Y クワハムシ  

CJg和才gJfαガα脚∽α′威㌢∽′αムcoBY キアシヒゲナガ   

アオハムシ  

放os〃椚αガα豆び柁メカ5Mo′l、SCHULSKY キバラヒメハ   

ムシ  

仇血痛mば伸銅犯ふcoliY ハラグロヒメハムシ  

肋ざ鍵和7瑠Ⅳ助α揖得㍑才αふcoI3Y ケプカクロナガハ   

ムシ′   

朗わ脚Jg♪どα如才Jダ血JαBAl．Y ウスイロウリハムシ  

㍍．諦（滋7℃αIも＼1く0】J】）ホタルハムシ  

劇物廊服扉卿り血Ⅷ珊ⅧY ナグロツヤハムシ  

魂が蛸＝醸吻醸Mo′l、SCHULSKY キクビアオハムシ  

Cα地相C才dα研gJαプ70Cg錘αJαJACOIiY ズグロアカハ   

ムシ   

翔劇肋励＝而戚鹿F加ICIUS キスジノミハムシ  

．1ノ、／刷′川′／・り′′ご；j・・両：1・．  ツプノミハムシ  

A．s′r加α8札Y サメハダツプノミハムシ  

A♪ゐ摘珊0ノブ菅0ゆカαC〃g／αγオ5BAl′Y フタイローヒマル   

トビハムシ   

鳥少抑励雄＝融血舶JACOi5Y サシゲトビハムシ  

f㌔♂乙αわ／g如5ゐg汚損BAJ。Y クビポソトビハムシ  

〃わ混食ばねノ‰融倒猶扁j黒ALY キバネマルノミハ  

ムシ   

〃．ダ／α衰αお印f（ねざMoTSC‖ULSKY ヒゲナガルリマ   

ルノ ミハムシ  

Sカゐαg和（おγ椚αカf5CオcⅣ柁g BAl＿Y キイロタマノミ  

ノ＼ムシ   

S．αかごαgg BAJ。Y ツマキタマノミハムシ  

月柳如∂αJカH∧罠0王。王）メ膚オキイロマルノミハムシ  

肋わぁ閏CJ協乃g〟椚BÅLY ルリマルノミハムシ  

戊c紗′オ5卸α問わざαSoiJSKY ヒメキペリトゲトゲ  

か．∽αざα柁才GI∬1、RO キベリトゲトゲ  

7ⅥgαSかぬ′g～適ぶff BAiJY ルイスジソガサハムシ  

Cb5ざg（由緒γ5fc〝J併′BoHEMAN セモソジソガサハムシ  

Anthribidae ヒゲナガゾウムシ科   

朗ぬ血＝獅壷SHARP クロオビヒゲナガゾウムシ  

Ozoね研g用ざノα鍵削ぎαぶSHÅ！モP ウスモンツツヒゲ   

ナガゾウムシ  

励卸rオ㍑ざ0αJα才㍑ざSHARP キノコヒゲナガゾウムシ   ＼－／りい叫j・川＼′りや柚汀心 ∴、卜・：、：  ヒゲナガ  
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励頭呵裏面挽物嶽りmL マグラフトヒゲナガ   

ゾウムシ  

門流闘舶那g撒知撤＝軋軋0ドS セマルヒゲナガゾ   

ウムシ  

ダα和♪ゐわ紺みオ〃ぶわγ♂房ざJoRDAN コセマルヒゲナガ   

ゾウムシ   

留硬嫡抑駄＝ぬ加那RoELOFS シロヒゲナガゾ ウ   

ムシ   

み卿g柁αおざ／離‘ごβかざJolモロ八N ウシズラヒゲナガゾ   

ウムシ   

βか紺ねカ択＝厄沈附ざSⅣ此P．1こグリヒゲナガゾウムシ  

71rp函〟g柁ざJαズ才‡ざSHARP カオジロヒゲナガゾ ウ  

ムシ  

r㌧鞠ぬ沼ぬ椚めS】1久RP シリジロヒゲナガゾウ  

ムシ  

A瘍刑坤ねdね桁拶相加触 S‖AIモ‡）スネアカヒゲナ   

ガゾ ウムシ  

At七e【abidae オトシブミ科   

（泡肌貼如倒通路d奴如Voss マルムネチョッキリ  

戊捌閃那甜血涙ⅣRo王；1。OFS コナライクビチョッ   

キリ   

β．椚α7∽ぞ7東βわ邦ブHuM軋 ルリイクビチョッキリ  

戊昭舶用ぶ卸加即郎SoIづKY ペニホシハマキチョッ   

キリ  

且 ノ初頭SHARP ファウストハマキチョッキリ  

助gタ払ばCわαゼ7房（おs RoELCがS チャイロチョッ  

キリ  

麒明眈沼ゆ如Sの循椚鋼廠仁nus′Ⅰ・ルリホソチョッキリ  

g．動画知S王1ARP キアシホソチョッキリ  

エα血廟才～gざ如正和ざ～わざRoEIJO主唱 クチプトチョッ   

キリ   

A忽cα東宮5‡（得㍑′z（S RoEI－OFS ハイイロチョッキリ  

ゐ和才捌／捉ざがわ甜S Rolミl．0ドS ヒメケプカチョッキリ  

∴部噸画壇拙融RoELOドS セアカチョッキリ  

月初扉α漬沌眈Sん糊永由 SHAlそP ルイスアシナガオト  

シブミ  

〃わク関わJα∂〟5α如〝ざRoELO柑1どロウドアシナガ   

オトシブミ  

伽♪ざざ〆β〃成（彪Voss カシルリオ1、シプミ  

g．gβS如（おzαg S11AlくP ハギルリオトシプミ  

g㌧卸靴ぬねめ庖ぬMo・‡・SCHUl。SKY ルtjオトシブミ  

g．頚邪知わ朗S‖Alく】）コプルリオトシプミ  

翔脾戚ゆ通徹り捌棚Voss ヒメコプオ1、シプミ  

カ国g門イぶカ々g／オブRolミⅠノ0ドS オ・トシプミ  

月．如沼初頭貼Ro軋0ドS ウスモンオトシブミ   

月．m紘血5MoTSC‖ULSKY ウスアカオトシブミ  

月．gりぜゐγ碑ぶg打VolノL‡三NトiOVEN ヒメクロオトシブミ  

〔如才∽g用Cゐ♂g‡Jざ粥～gβ紹5Ro乱0ドS ハギツルクビオ▲ト   

シブミ  

飽7ⅥCg柁～和C叩徽ざ邦Z伊ケのJ′fぶR（黒LOドS アカクビナ   

ガオトシブミ  

薫別油Ⅶ血痛ゆ如wsぬ－爵C㈹fs RoEIJOFS ヒゲナガ   

オトシブミ  

Bren七摘dae ミツギリゾウムシ科   

丑励ぬおc油L‡三WIS ヒメマルクビミツギリゾ ウ   

ムシ   

励りケ？滋刀7どカ㍑ざ如祝昭γ才Ro軋0ドS ミツギリゾウムシ  

脅β廟c如（おsわ岱f如ぶLEWIS ムツモソミツギリ   

ゾウムシ  

Curcu‡ionidae ゾウムシ科  

川．1〟り揖J′∫〟川〔／／J′∫1ミ（）1リ‖卜ヽ  リンゴコフキゾウムシ  

P．／α柁威C肝乃f5Rolミ‡．OFS リンゴヒゲナガゾウムシ  

P．わ柁豆g〟和才ぶK6NO コヒゲポソゾウムシ  

P．g習g7て郁K8NO  ヒラズネヒゲポゾウムシ  

財γ〟〝CβプⅥS伊′オ5g〟ざRo一三i．OFS カシワクチプトゾウ   

ムシ   

眈mc∂チップ徽5gggg㍑粥g㍑／α5Roざ；Ⅰモ0ドS ウスアオクチ   

ブトゾウムシ  

0αわ錘ガⅥSゐオg／訂才FAUS′上、ヒレルクチブトゾウムシ  

カ購わ乃〃ざ（おcαⅦg〝S RolミROFS トゲアシゾウムシ  

励拶感伽ば滋離鮎触RoELO！苓 コフキゾウムシ  

肋β〝鈎OJ捕㈹ね£ざRoIミLOFS ミスジマルゾウムシ  

α肛沼α頭庵ね沼ねRoELOFS ツツゾウムシ   
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理由繭邪d如擁LINN鑑 マツアナアキゾウムシ  

〃．0わ戚αJfs Mo・lt弧】」U13KY クスアナアキゾウムシ  

〝．（カ毎ゆだ犯乃g5MAl、SUMURA et KdNO オリ仙プア   

ナアキゾ ウムシ  

〃．カ扇ZuMl）・r プライアナアキゾウムシ  

〟．βg嘲g〟5Ro壬ミⅠくOFS ホソアナアキゾウムシ  

〝血zoγgCgg7℃ぶgγ才s RoI三1JOFS アカコプゾウムシ  

ノⅥ錘αおざ∽γオggぉおRoI；‡くOFS クロコプゾウムシ  

SgJβ〟CαCゐ〟ノ〃～Voss チュウジョウアナアキゾウ   

ムシ   

朗瀕冊植物触りぬ摘加那HusTAC川ミ コクロアナ   

アキゾウムシ   

Acオc乃g7扉s〃7αα（Jαα撒αRoELOドS てダラカレキゾ  

ウムシ   

A．ゐわわg那オ5NAlくANE ナカグロカレキゾウムシ  

A．血愕㈹吻′才子αVoss アトジロカレキゾウムシ  

カ．卸徹如PASCOE ウスモソカレキゾウムシ  

A．蔀め椚誠k玉oELOFS ナカスジカレキゾウムシ  

Cαgαg∽αg〝ぶカ伽椚ダαざRoE王JOFS クロクチカクシ   

ゾウムシ   

Coわ∂0（おg鬼α柁βg NAKANE ウスモントゲトゲゾウ  

ムシ  

C押倒卵油鋸門ぬ感ぬ賄NAlくANE オオカレキ   

クチカクシゾウムシ  

Gα5≠βγ∂CgmSわ乃が伽，S KdNO アシナガオニゾウ   

ムシ  

カ免cゐダざ紬Cβ用S乃ダ♪♪0柁～αざK6NO マダラメカクシ   

ゾウムシ   

0和C以gざg5gα舟α0ざα7徴S KらNO タカオマルクチカク   

シゾウムシ   

AcαgJわ官〟5g〟∂gⅣ〟Jαf㍑5MoR！MO■1、0 コプマルクチ  

カクシゾウムシ  

鋤血助帯鱒錘戒血聞損RoELOFS カ‾オクチカク   

シゾウムシ   

S．㍑，習ゎ和5祝5Ro乱0Ⅰ篭 ヒメクチカクシゾウムシ  

馳ぬ触ぬ＝癖制肌RoEI．OFS ニセマツシラホシ   

ゾウムシ   

S．わ岱オdわ助ばRoELOFS マツノシラホシゾウムシ   

0胡如押わ胱血ばカ睨ぬ戒めばRoIミ1－OFS ハスジクチ   

カクシゾウムシ  

Cαg乃β〝ツが肝油二桝Cゐ捉S舟㈹gα／ダざMoRIMOTO アタマ   

クチカクシゾウムシ   

、ヾ－、．・昌一／・・、い′J・√■／′仙、、．・′小才ト＼吊√J／～り′∫ 卜J・．・ ・－・   

ハダクチカクシゾウムシ  

q′卸ざピア緋ぶわ〝㍑浸βrf HusTAC目玉 カタビロサルゾウ   

ムシ   

加減肺肌郡毎ぬ画面Sc王1首ミNlくl」NG イチゴハナゾ   

ウムシ   

カ．J胸αざαf K6NO エアサハナゾウムシ  

0〃℃㍑Jわ和ggOカグHlこはEIミ レロプチビシギゾウムシ  

C．（ね習擁♂ざRo軋OFS クリシギゾウムシ  

C．α描削減依㍑十RoELOFS ツバキシギゾウムシ  

C．dオぶメカ7β（gプ血RoIミl．OFS クロシギゾウムシ  

C．枕椚椚豆RoELO王rS エゴシギゾウムシ  

C．如作餅肌＝沌乱闘 ミヤてシギゾウムシ   

C．揖∽g K8NO ヒメシギゾウムシ  

J∬α／椚αヴZ紹（か才蛮地0ざαMol引MOTO ヨツコブノコギ   

リゾウムシ  

メ挽プ乃Cゐαg7働Sぶの柳オ乃才如ざRoEl。OFS   

ゾウムシ  

アカアシノ ミ  

放揖乃∂の好∽αざざ卿7鋼g∽BllJIJ耶RG イネゾウムシ  

Rhynchophoridae オサゾウムシ科   

桝0夕ゐgゐ0γさ‘SぶC£㈲ね和～〟5WoLLASTON キクイサ   

ピゾウムシ  

伽0ぶゆ‡J〟ぶgなαざFA王3ⅠモーCIUS オオゾウムシ  

4娩ぬ＝儲ね毎C鵬VEROLAT トホシオーサゾウム   

シ  

ScoIytidae キクイムシ科   

A∽感動油粕衰微巨頭玩郁既 BLANDFORn シラカシノ   

キクイムシ  

釆由ぬ靴＝紺捌鹿奴 B王′ANDFORD ツヅミキタイム   

ご／   

蕊0擁画房麻椚決αあ挽脚Om  ミカドキクイムシ  

5．gダα柁B‡。AND†手ORD タイコソキクイムシ   



40  島地 碧限  

Plaモypodidae ナガキクイムシ科   

C和5ざ0～αr甜5乃才物fc〟ぶBLANDFORD ヤチダモノナ   

ガキクイムシ  

タgα紗j知S Cαね椚〟ざB‡ノANl）FORD ヨシプェノナガキ   

クイムシ   




